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3.非 特異性補禮非働 問題 二就 テ

4.結 核補韻結合反 磨 ノ臨抹 的、蚊 二豫 防讐學

的慮用 二i封スルニ、 三 ノ具髄 的知 見 二就 テ

結 論

緒 言

結 核 ノ活動 性 ガ生 農 ノ先 天 的 拉 二後 天 的 抵 抗 力

ト結 核 菌 ノ毒 力 、 拉 二個 艦 ノ覆 境 等 ノ複 雑 多 岐

ナ ル各 種 ノ要約 ニ ヨ リ左 右 サ レ、 理 論 的 ニ ハ結

核 二封 ス ル個 罷 ノ過 敏性 相Giftempfindlich-

keits・Phaseト 、 抗 毒 性 相Giftfestigkeits-Ph-

aSe(lmmunitEt)ノ 雨 相 ノ 協 調 的作 用 ノ下 ニ ア

リテ攣 轄 シ、須 奥 ト シテ 止 ム コ トナ キ現 象 トシ

テ認 識 サ ル ・今 日(太 縄(1,、A.Schmincke(M)結

核 ノ活動 性 診 断 及 ピ結 核 早 期 診 断 ノ難 事 ナル ハ

署 家 ノ等 シ ク之 テ認 ムル トコ ロ ナ リ。

結 核 早期 登 見 ノ目 的 二從 來磨 用 サル ・方 法 バー

般 臨 躰 的 診 断 法 ノ精 査 ハ勿 論 鋏 クベ ヵ ラザ ル事

ナ ル モ、 系統 的 胸 部 「レ ン トグ ン」検 査 、 全 身 拉

二局 所 ノ中毒 或 ハ 反射 症 状 群 ノ精 密 ナ ル観 察
、

(Pottenger(3)症 候 分類 法)各 種 結 核 補 助 診 断 法

ノ適 用 、 等 ハ特 二注 意 サ ルベ キ モ ノ ト云 フテ得

ベ シ、 而 シテ結 核 早期 登 見 ノ意 義 テー一層 籏 充 シ

テ考 フル トキ ハ、 之 テ臨 林 上 既 ニー 定 度 ノ病 的

症 歌 或 ハ所 見 テ 出現 セル モ ノ ・登 見 ノ ミニ止

メズ シテ、 夫 以 前 ノ 活 性 潜 イ〔性 結 核Aktive

OkkulteTuberkulose(R.Mobr(4)〉 ラ摘 登 シ、

更 二之 二適 當 ナル保 護 テ加 へ病 識 テ生 セ サ ル間

二全 キ治 癒 二至 ラ シム ル庭 ニ アル ベ シ
。 カ ク ノ

如 キ ハ・ 系統 的胸 部 「レ ン トゲ ン」検 査 、或 ハ各

種 中 毒拉 反射 症 状 ノ追 及 ノ ミテ以 テ シテ ハ到 底

企 圖 シ能 ハザ ル塵 ニ シテ此 貼 二於 テ結 核 ノ特 殊
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補助診断法ガ重要性テ認 メヲレ、就中結核ニヨ

リ褒生スル各種免疫抗艦 ノ測定ガ重要ナル参考

トナルベキハ何人モ之 テ肯定 スル所ナルベ シ。

而 シテ各種晃疫抗膿ノ測定方法中理論的二完壁

二近キ形式テ有 スル補膿結合反慮 ハ從來先進諸

家 ニヨリ屡 ㌃研究サレシモノナリ・

然 レ共近時幾多研究者二於テ結核補禮結合反磨

1臨 躰的債値 二關 シ塵々ノ意見存 スルガ如 シ。

太縄博士`筋 ・、適當ナル「ア,ンチゲン」ト適切 ナ

ル手技 ニヨレバ結核補禮結合反慮 ハ臨休的 二憤

値多カルベキモ現在汗 於テ適當ナル「アンチゲ

ン」テ得ル能ハズ トテ、最近 ノ結核活動性診断法

二關スル研究二於 テ之テ實施 セズ。 熊谷教授 ⑥

ハ結核補艦結合反磨 ノ特異性 ヲ認ムルモ、其断

面的検査 二満足セズ、縫綾的ニー一定期間検査 テ

施行 シテ得 タル成績 二於 テ始 メテ豫後刹定上有

意義ナ リトナシ、之 二七形式 ノ攣化 アルテ認 メ、

今村教授亦之二賛 シ加 フルニ之ガ綴績的検索 テ

行 ヒテ得 ラル ・成績モ豫後判定 ヒ複雑 ナル考慮

テ要 シ實際的二用 ヒ難 シト云ヘリ。

シカレ共現在二於テ尚結核補膿結合反慮棚 フ

ル「アンチゲン」、「手技」等 ノ改良二幾多 ノ研究

績出 シツ・アルノ事實ハ、此 ノ反磨 ノ有 スル深

キ理論的根檬ガ多 クノ研究者 ノ放置スル所 トナ

ラズ、更 二進 ンデ此 ノ反磨テ施行 スル事 ニヨリ

吾人 ガー般臨躰的検査 三ヨリテ到底知 ル能 ハザ

ル機微 ヲバ探 ラ ン トスル ニ ヨル モ ノニ シテ・ 張

チKlinischaktivナ ル事 實 バ ・二 促 ハ ル ・コ

トナ ク、Serologischaktivト 考 バ ラル ・補 盟

結 合 反 慮 ノ成 績 ヨ リ主 観 的 二観 察 テ行 ハ ン トス

ル ニ起 因 スル モ ノナ リ。 一.

斯 ル時 本 年1月 鴻 上 博士(8,ハ 結 核 補 盟 結 合 反 磨

ノー新 「ア ンチ ゲ ン」テ登 表 サ レ、 コハー 種 ノ漿

異結 核菌 ヨ リ製 出 セル 「ア ン チグ ン∫ニ シテ、「ス

ク ァロ、 ツベ ル ク リ ン」 ト構 シY其 フ特 異1生 安

定 性、 及 ピ集 出 法 簡 易 ニ シテ 毎 常 二 定 ナ ル 「ア

ン チグ ン」テ得 ラル ・鮎 等 二於 テ從 奈 イ「ア ンチ

ゲ ンj二 比 シ 最 モ理 想 二 近 キ 「ア ンチ ゲ ン」ナ ル

テ読 キ、 又 結 核 補 艦 結 合 反 慮 ノ「手 技 」二關 シテ

各 方 面 ヨ リ嚴密 ナル批 判 テ試 ミ ラ レタ リ。

弦 二於 テ余 ハ此 ノ新 「ア ンチ ゲ ン」ニ ヨ リ結 核 補

膿 結 合反 慮 テ施 行 シ結 核 早 期 登 見 ノー 助 タ ラ シ

メ ン ト思考 シ、 幸 ヒ鴻 上 博 士 ノ厚 意 ニ ヨ リ貴 重

ナ ル 「ス ク ア ロ、 ツベ ル ク リ ン、 ア ンチ ゲ ン」テ

多 量 二分與 セ ラ レ、 一部 ハ墜 異 菌 株 ノ分 與 テ得

テ自製 シ使 用 ス ル テ得 タ ル テ以 テ、 本 院 入 院 患

者 拉 二本 院 及横 須 賀 海 軍 病 院 ノ健 康 兵 二封 シ結

核 補 禮 結 合 反 慮 テ實施 シ、 之 テ中心 トシテ臨 沐

的観 察 ラ行 ヒタ リ。

依 テ コ ・二其 ノ成 績 テ報 告 シ柳 ヵ所 見 テ開 陳 セ

ン ト ス
。

實験方法

1.「 ア ン チ ゲ ン」拉 二 術 式

文 献 テ渉 猟 スル ニ結 核 補禮 結 合反 慮 二使 用 サ ル

ル 「ア ンチゲ ン」ハ其 撒 極 メ テ多 ク多種 多檬 ニ シ

テ枚 基 二 逞 ア ラズ。 然 レ共 優 秀 ナ ラザ ル 「ア ン

チゲ ン」ハ次 第 二其 影 テ浸 シ、近 時 爾 各 方 面 二於

テ使 用 サ レツ ・アル 「ア ンチグ ン」ノ圭 ナ ル モ ン

第1

ハWassermann(9),Besredka(io),Bouquetet

Negrecii),Neubergu.Klopstock〈i2),Witebsky,

Klingensteinu.Kuhn(i3),鴻 上(菖)(14)等 ノ撒

種 二 過 ギ ズ 。 今 是 等 ノ 「ア シ チ グ ン」テ使 用 シ テ

行 ハ レ タ ル先 進 諸 家 ノ業 績 ノ概 要 テ表 示 ス ル ニ

大 略 次 表 ノ如 シ。

表

1文 獄 総 括

著

PfannenstielL15)

者[年 膳触雛 階鋸鮭 隣繍毒劇 徴 毒
70%20%

MaxPinne⑯ 1、9271一巻 刻 63射 一叢1 29%
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EBesredka.氏 ドア ソ チ ゲ ソ」

OBronfe丘brenner 1914 84・-94% 一 4.9% ▼ じ 一

OMaissonetu.Bass 1922 50-71% 一 0 一

OMozeru.Fried 1922 70% 一 17.2% 一

OArloingu.Langeron 1922 69.7% 一 50.0% 66.6%

ORabinowitsch 1922 82% 一 5.2% 16%

OBernardu.Valtis 1922 82-84% (胸腹炎60%) 14-17% 一

OSelles 1923 82.3% 一 17.3% 一

OKIe㎞peru.Salonめn∴ 1924 89.5% 一
隔

46.7%・ 一

OHansenu.Wurzen 1924 34-84% 一 18.0% 一

OFried
層

1924 89.7% 一 1.8% 11.7%

ODebainsuTupille 1924 82% 一 17% 一

OHeinemann 1925 90% 一 15-40% 一

OHorowitzu.Walasowa 1925 95% (骨結核40%)
一 一

○邊 渡 1925 84% 一 25-65% 40%

川 上(17) 56-82% 51% 7-30% 一

皿 鴻上氏 等奮「ア ソチゲ ソ」

鴻上氏等㈹ 1922 90% 84% 3% 64%

(19),, 1926 91% 85% 35% 90%一

進 藤 、若 林(20) 1928 一
(胸膜炎68%) 39% 『

馴 唱

赤尾、新 井(鋤 1935 77% 51% 17% 一

IVBouquetu.N6gre氏i「 ア 》〆チ ゲ ソ」

ON6greu.Bouquet 1920 85-95% 一 0 0

ORieuxu.Zoeller 1921

P

98% (胸膜炎55%)
一 一

OBouquetuN6gre
ψ

1921 85% 一. 14% 一

OBernard 1925 83-88% 一 12% 一

○(Richerdo牛 二就 キ テ) 1925 (94%) 一 (3%) 一
■

VW.KK.「 ア ソチ ゲ ソ」

SchlessmannCarl(22) 1935 62%』 一 一 9%・ 一

KurtMeyeメ23) 1935 72% 一 4% 一

青木、都 富圏 1935 60% (胸膜炎61%)
(骨結 核25%) =

一

贋 田(鋤 1935 50-70% 一
一

一 一

VINeuber&Klopstock,氏 「ア ソ チ グ ソ 」

山 科⑳ 1930 84% (胸膜 炎50%) 25%
　

74%

KarlL.Pesch(27) 1935 70-90% . 50% 一 一

今 泉 等鋤 1936 一 一 11% 一
,

T

V∬Wassermann氏 「ア ソ チ ゲ ソ」
亀

1

OJansen 1923 88% 一 OlO
一

OJacobu.Moekel 1924- 83% 一 16.4%

'OGaetgensu .Goecke1 1924 40% 一 8% 一

OMylius・ 1924 37% =一 15% 一 一

OKalcheru.Sonnenfeld 1924 46% 一 = 0 一

OWinkeru.Gerth 1924 75% 一 9% 一
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OSchlossberger 1924 71% 一 30%
1

一

OLangeu.Hauer 1924 50% 忌 一 一

OPinner 1925 72% 一 27% 一

OKIempereru.Salomon 1925 73% 一 一 一

ONedelKovie 1925 77% 一 27% 一

OMontemartini 1925 29-52% (骨結核72%) 20% 一

○ 印 ノ・MaxPinneニ ヨル

又 最 近1935年Pasteur二 於 テ ハ 「ア ン チ ゲ ン」 第2表
「ヘ モ リジソ」債測 定豫 備試験

中 ノ有 数 物 質 テ極 メ テ純 梓 ノ形 ニ テ分 離 ス ル テ

得 、其 化 學 的組 成 二就 キ論 ジー一種 ノ燐 化合 物 ナ

リ ト報 ゼ リ(MichelAMacheboeuf(29))。 然 シ

テ是 等 ノ「ア ンチ ゲ ン」ハ何 レ亮 人 型 結 核 菌 ヨ リ,

製 出 セル モ ノナ レ ドモ、 近 時攣 異結 核 菌 二著 目

セ ラル ・二及 ビ、 聚 落 解離 ニ ヨルR型 、S型 菌

種 ニ ヨ リ各 別個 二製 セル 「ア ン チグ ン」相 互 ノ比

較(G.B.Reed(30),藤 井(31))或 ハ 非 抗 酸 性菌 テ

使 用 セル 「ア ンチ ゲ ン」(中川(32))ノ研 究 、 一一Ptノ

痩 異 結 核 菌 均 等 俘 游 液 ノ 「ア ンチ ゲ ン」慮 用(長

谷 川 ㈹)等 、結 核 攣 異菌 テ以 テ製 出 シタル 「ア ン

チ ゲ ン」テ使 用 セル結 核 補 艦 結 合 反 慮 ノ研 究 績

出 シツ ・ア リ。 余 ノ用 ヒ タル 鴻 上氏 新 「ア ンチ

ゲ ン」モ亦 攣 異 セル 人 型 結 核 菌 ヨ リ製 出 ス ル モ

ノニ シ テ、 コ ノ抗 原 菌 株 ナル攣 異 結 核 菌 ハ培 地

ニ ョ リ慶 異 スル モ適 當 ナル方 法 ニ テ製 出 セル モ

ノハ 、 常 二其 ノ原 形 質 二 明暗 ノ層 帯 歌 テ ナ シテ

交 ル抗 酸 性 肥 大 セル桿 菌 ニ シテ、 「ペ トロ フ」拉

二普 通 寒 天 上 一 ヨ ク 登 育 ス
。 之 テ5%「 アル カ

リ」卵 黄 水 二1・5%ノ 割 合 二 「グ リセ リ ン」テ加

ヘ タル培 地 二移 シ
、 血 温 艀竈 内 二24乃 至70時

間培 養 シ、然 ル後 隔 日3同100。C30分 間 毎 同 間

熱 滅 菌 シ更 二純 石炭 酸 テ0.5%ノ 比 二加 へ保 存

用 時使 用 二供 スル モ ノナ リ.

此 ノ方法 ハ 從 來 登 表 セ ラ レタル 如 何 ナ ル 「ア ン

チ ゲ ン」ノ製法 二 比 較 シテ モ 遙 カニ簡 易 ナ リ。

斯 ク シテ得 タル 「ア ンチゲ ン」ハ乳 白色 溜 濁 セル

菌 盟 及 ピ其 ノ産 生 毒 素 テ完 全 二含 有 ゼル所 謂 全

「ア ンチ ゲ ン」ニ シテ
、 抗 原 菌 株 ノ人 型 菌 ヨ リ攣

る

異 シ來 タ レル道 程 ハ 鴻 上 博 士 一 ヨ レバ 次 ノ如

シ。 即 チSqualinナ ル鮫 汗 油 ノ 蒸 鱈 液 ノー 定

「ヘ モ リジソ」4%洗

稀繹倍 婁妨條山羊15倍 海 生理 的
血球浮 狸 補盟 食 盤水

及 其 量 游液

結果

50倍 ＼0.3ccO.3cc 0.3cc 0.6cc
内煎
容15
振分
盧間
混

勢
℃
重
湯

≡

100倍 ＼0.3ccO.3cc 0.3cc 0.6cc τ
=

200倍 ＼0.3ccO.3cc 0.3cc 0.6cc ≡≡▼
二

400倍 ＼0.3ccO.3cc 0.3cc 0.6㏄ ≡一
十十=800倍 ＼0.3ccO.3cc 0。3㏄ 0.6cc

1600倍 ＼0.3ccO.3cc 0.3cc 0.6cc

一
冊

3200倍 ＼0.3ccO.3cc 0.3cc 0.6cc

一
冊

6400倍 ＼0.3ccO.3cc 0.3cc 0.6cc

一
柵

「一 モ リ ジソ」使腿(G .D.)一!i・SD=6・ ・13

倍稀繹=200倍 稀繹

第3表 「アソチグ ソ」β 家抑制 ト使用 量

測 定豫備試験 。
1

繍綴i態朧 農謙
ρ

監1 隙
原10.3cc 0.15cc 0.85cc 内 ノ

容重
混湯
和煎
後15
37分
℃間

0.2cc 内重1 冊

2倍 10.3cc0.15cc 0.85cc 0.2cc
混煎
和15
後分
37間
℃

容湯喜≡

4倍 0.3cc 0.15cc 0.85cc 0.2cc マ
三

8倍 0.3cc 0.15cc 0.85cc
『
0.2cc ≡

言
=

16倍 , 0.3cc 0.15cc 0.85cc 0.2cc

塁管

號

「ア ソチ ゲ ン」使 用 量(G .D.)=3×2==6

第4表 本 試験

量

チ

用

ン
判

使
ウ

ゲ

性
清

働非
血

㏄30
㏄

原
ユ0

㏄
。
30

　

倍
短

5
"

㏄30
　

倍
k

15
銑

一
㏄

原
ユ0

0.3cc

15倍 生理的
補髄 食藍水

ヱ

0.15cclO.75cc

0.15cc

0.15cc

O.15cc

0.15cc

0.15cO

0.75cc

0.75cc

1.05cc

0。85cc

1.15cc

内
容

混
和
37
C
重
湯
煎
30
分

間

作
球

感
血

0.2cc

0.2cc

0.2cc

0.2cc

0.2cc

0.2cc

直

チ

ニ
剣
定

内
容
混

和
37
℃

重
湯
煎
15
分
間

IVハ 血清 ノ封照Vハ 「アソチゲ ン」封照

V1ハ 溶血系統封照
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量 テ結核患者或 ハ罹患動物 二注射 シ、一定時間

後採血直 チー血液寒天培養 テ試 ム。凡 ソ2日 乃

至5日 目後血液寒天上二結核菌 ヨリ攣異セル聚

落テ生 ジ來 レバ、 コノ聚落中 ヨリ適當ナル培地

二移植 シ容易二抗酸性桿菌 二還元 スルモノテ選

ピテ抗原菌株 トナシタルモ ノナリ。術式ハ同時

二登表 セラレタル方法 テ其 ノ儘踏襲 セルモ以下

之二鰯ル ・所 アルテ以 テ略記 ス。

2.實 施 上 ノ要u

A,血 清採取法

血清ハ被検者 ノ正中静脈 ヨリ空腹時探血 セル血

液 ヨリ得 タルモ、可久的被検者 ノ員澹 テ軽減 ス

ベキ目的テ以テ最少量 ノ血液 ヨリ最大量 ノ而モ
サ

極 メ テ良 好 ナ ル血 清 ヲ得 ラル ・壁 島氏 法 テ用 ピ

タ リ。 即 チ、 血 液1ccテ 採 血 シ滅 菌 試 験 管 ノ管

底 デ梢 ヒ高 ク シツ ・口元 ヨ リ上方1/2ノ 所 マ デ

流 シ込 乏血液 ラ シテ管 底 二達 セ シメズ其 ノ儘 横

置 シ血 液 ノ全 ク凝 固 スル テ待 ツ テ試 験 管 テ直 立

セ シム。 然 ル時 ノ・管 底 二1¢cノ 血 液 ヨ リ0 .5cc

以 上 ノ清 浄 ナル 血 清 テ得 。

斯 ク シテ得 ラル ・血 清 ハ血 液 ノ凝 固 セル部 分 ト

全 ク分 離:シ、 淡 黄 色透 明 ニ シテ後 二遠 心 沈 澱 等

テ行 ヒテ再 精 スル ノ要 ナ シ。 鴻 上 氏 新 法 ニ ョル

トキ ハ本 試 験:二 〇.3ccテ 使 用 ス レバ 足 ル テ以 テ

:第5

之 ニテ充分 ナリ(爾ユ氏反応 ヲ 併行 スル時ハ血

清原液一本(0.1cc)ノ ミテ立 テ陽性血清 アレバ

再検 セリ)。

B,血 清使用 ノ方法

結核補膣結合反応 二用 フル血清ハ非特異性反慮

ヲ避 クル爲t之 デ非働性 トナス。非働性後反慮

テ行 フ迄 ノ時間的關係 二就 テ鴻上氏ハ非働性直

後 ノ血清 テ使用 スル ヨリモ一定期間氷室二貯蔵

セルモ ノテ使用 スル方陽性率増強 シテ適切 ナ リ

ト見倣 シタリ。 コハ非働性後時 日ノ経過 ト共 二

血清中二含 マル ・所謂正常溶血素(Pesch(3萄)、

補禮結合阻止物質(Calmetteu.Massa1(35),

CaulfeildPerla㈹)、 或 ハ所謂補禮第四成分(太

田(3η)、(三澤、今堀 ㈹)等 ノ消失 又ハ攣性テ招

来 スルニ依 ルナラズヤ ト想像 サル ・所 ニシテ、

其原因ハ未 ダ充分明カナラザルモ、兎二角陽性

卒 テ著明二増張 シ來 ルニヨルモノナ リ。叉非働

性血清 ラ7日 以上貯蔵 スル時ハ往々血清二自家

抑制作用 ヲ起 シ來 ルモノアルが故 二使用 テ避 ク

可 キモノナリト報 ゼラレタリ。斯 ルが故二余ハ

同一血清 二就 キ非働性直後 ト非働性後7日 間氷

室貯藏後 ト2同 二五 リ結核神髄結合反慮 テ行 ヒ

下記 ノ成績 テ得 タリ(第5表)。

以上 ノ成績ニヨリ非働性後一週間氷室 二貯蔵 ス

表

氏 名 病 名
非 働 性 直 後 非 働 性 七 日 後

釧 ・×15×1・5×1列 定 判 ・×15×1・5×1列 定 』

慢性気管枝炎
1 一 一 一 一1-1一 十十 一 一 十

2
一 咀

1
-

2
一一

1
-

2
}

1
-

2

一 一 一 1!一 一 一 一 一 一 一

_右 胸 膜 炎
一 一 一 一

一

1 ヨ ー 柵 一 一 十
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

_慢 性気管枝炎
一 一 一 一 一 一 朴 ± 一 十
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

_肺 尖 炎
一 一 一 一 一

.__=_
一

十十 一 一 十
一 一 一

_=_
一

一 一 一 一 一

慢 性 多 蛮 性
關 節 炎

1 一 一 一 一 一 一 一 一 一

2
-

1

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

右 胸 膜 炎
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 _

2 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

」一 慢 性氣鰍 炎
1 一 一 一 一 一 一 ± 一 一

±

1 2 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
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一 ■

11

-

11
2{

11
2i
1}

1

一 :左 胸 膜 炎 一ゑ
9

一i-1-1一 l
l

_一 帯 一1-1+

一i司+ゴ_+
一5

1
_1_「__

1「

i 1

一 脚 氣 一!
一i一 _1_.

}

一 一 ・ 柵 1一 に
1十

_}_
3

_1_
il

一1-1砿 一 一 十

一 慢性気管枝炎
±1-1一 一 一i一 冊 粁 一1+

2一 一一 一1一 一1
-1一{榊 什 一 什

_一_一 一一一

±:一 州 一 一;+

一1-1一 一

1

1
一

一 右 坐骨示帷 痛 三rl

一 一} _一__

一i±} 一 、 一

「喜「二
1

_i_「 _'_
} 1

_一 一1十

一 胸 腹 腰 結 梅-
飛 頸 腺 結 核

「

一}± 一 一 ± ・ ゴ 柵 柵1一 隔
1

_i_1 _旨_ [
}一

一i一

1
-i-1柵;什 一1替

一 左 右 胸 膜 炎L万
一

十 1+1一 … 柵1±
一 十

一 一に 一応 叢 一 一!+

一 右 胸 膜 炎i-1・

一i-d

ll

!-1

一 ± 「±!ヨ 什;一 曲++ ・一 一1 什

一
甲

十 十1一一 一1
1一十十

1-1柵 ±
一 十

一
『 一

一

右 胸 膜 炎 「剴

一

2

1

ill

一一

一一

i1

一 ±E一 ± に,柵
卜一一i

一{一 レ ー

±
一 十

一 _;__
i

一 一 一

一一 『一 票一}　 一

方 胸 膜 炎 ・一穿
11_ ++L±_

}

;一

lI十
1一}柵

1-i一 十

一 一 匠
1 引 一}割 一 一 ±

一
　一}　

11

脚 氣1一 ガ
ー 　

1

一 帯}一

一

_ 十
1 _i柵

1

一
「

一 十

一 一1一 一 一 一一1十 一 一 ±

一 一

±1

++… 一i一 +Ll 柵 柵 一 十十
慢 性気管枝炎 「ガ

一 一}一 ±i一 柵 一{一 十

一 柵
1

一 一 +「 柵
1

冊L 什一 右 胸 膜 炎 「7
一 1± 1一一 一 ± 「 柵!± 一 十

一 左 胸 膜 炎 「引

一
1

ト_l

l11

-

1

一 曾 ± 「 十
,___

}_ 冊i柵 ,一 什
一 ± ÷ 一 ± 一 +1± 一 十

一 胸 腹 膜 結 核
兼第三胸骨骨瘍

一
2

一 柵!± 「 十 一 柵
」

一 一 十
一 ± 「 一 ± 一 十 一 一 ±

一 1
-

2
-

1
-

2

一1甘

}±
一 十 一 柵 柵 一 冒 十十

右 胸 膜 炎 一i± 一
1一 ± 一 柵 1柵

一 甘
一 什

}±1
一 十! 一 型+ 一 什一 左 胸 膜 炎

一 什 一!ヨ+ 一 一 帯1-1 一 十

一 左 胸 膜 刻 一
一 柵+LI什 一 帯1柵 ± 什1

2
-

1
-

2

一 ±i一;一 ± 一 惜
;

十 一 什

一 左 右 胸 膜 炎
一 朴 +1一 什 一 惜 柵 一 什
一 一 _}_1

1一

一 柵 十
一 什

一 右 胸 膜 炎
1 一 督 十1-1什 一 柵 珊

ヒ

一 什
2

-

1
-

2
-

1

一
せ ± ヒ}+ 一 ・H十 十十 一 什

一 一 什 .+一 南 一 柵i帯 ± 什
左 胸 膜 炎

一 一 _1一}_ 一 柵 ± 一 十

一 慢 性 多 蛮 性
関 節 炎

一 柵
1十十

[一 [+ 一 柵 柵 一 什
2 一 十 一}一 ± 一 剃 惜 一 什

一 左 胸 膜 炎
1 一 柵 柵 督 柵 一 柵 惜 柵 柵
2 一 十 朴 ± 督 一 辱 榊 柵 柵 柵

1■ 右 胸 膜 炎
1 一 柵 柵 柵 柵 _一 柵 惜 惜 帯
2 一 朴1柵 ± 什 一 柵 柵 柵 柵

1∴ 直後判定(1)2・ 翌朝沈澱 セル血球 ニ ヨル判定(2)
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ルハ鴻上氏等 ノ唱 フルガ如 ク陽性率テ著 シク高

メ、而モ血清封照二自家抑制 テ起 サザルテ知 レ

リ。然 シテ結核補艦結合反慮施行上大 ナル障碍

トナリ反磨 テ不明確 トナ ス血清内抗山羊血球

正常溶血素 ノ除去二關 シテハ、山羊血球吸牧法

(中島㈹)テ實施 スル人モアレド、 コ・二長期氷

室内保存法 テ行 ヒ、血球 一ヨル吸牧法ハ之テ行

ハザ リキ。又一般 二定量的ニハ比較的確ナリト

云ハル ・補農逓檜法テ避 ケ、却 ツテ血清稀繹法

テ用 ヒタルハ、正常溶血素 ノ過量存在 ニヨリ濃

厚 ナル血清 テ有 スル試験管 二却 ツテ溶血 テ來

シ、所謂ParadoxeReaktionテ 生ズルコ トニ

ョリ惹起 スル制定上ノ錯誤 テ避 ケントシタルガ

爲 ナリ。

C、 補膿探取法拉 二補禮使用量

毎常一定ナル補禮 テ得 ル爲補盟憤 ノ減弱或ノ・第
一一次系 ト第二次系二封 スル親和力 ノ攣動 ヲ避 ク

ル目的 テ以 テ、海狽1匹 禮重約4009ヨ リ1同

3cc以 上 テ探血セズ、又1ケ 月2同 以上同一一一・一海

狼 テ使用 セズ、且又毎同必ズ4匹 以上ノ海狽 ノ

補禮 テ混合 シテ用 ピタリ。補禮 ハ毎常前夜遅 ク

探血 シー夜氷室二貯蔵 セルモ ノラ用 ヒ前試験 ト

本試験 ノ間二起ル補膿償 ノ攣動 テ避ケタリ。而

シテ補膿 二使用スル血清テ分離 スル際、各海猿

ノ血液 テ其 ノ儘混合 シ遠心沈澱スル時ハ、得 ラ

ル ・血清ハ著 シク溶血ス。然ルニ海猿血液 テ壁

島氏法 二依 リ虜理 シ個々二血清分離 テ行 ヒ、然

ル後之テ混合 セルモ ノハ溶血極 メテ少 ン。此 ノ

ニ檬 ノ異ナレル探取法 三ヨリ得 タル血清 ノ補膿

償 ハ或 ハ相違 アル可 シト思 ヒ、同一・海狽 ヨリ得

タル血液 テニ分 シ、一一ハ血液 ノ儘他 ノ撒匹 ノ海

猿 ノ血液 ト混 ジ、他ハ個々別々二血清分離後之

ヲ混合 シ此 ノ雨血清 ノ補膿債ラ比較 シタルニ下

記 ノ成績 テ得 タリ。(第6表)

依 ツテ先 ヅ海狼個々 ノ血清テ別々二分離 シ、然

ル後混合 シタル補膿 ノ方幾分強力 ナリト認 メ、

以下斯 ノ如キ方法ニヨリ補髄 テ探取 セリ。

補禮 ノ使用量ハ鴻上氏原法 ニ ヲ リテハ毎常15

倍 テ使用 ス トアリ、且又補髄 ノ稀繹倍撒ハ大 ナ

第6表

A個 々二血清 ヲ分離 ・yテ混和 セル補燈

B血 液 ヲ混合 ジタル後血清 ヲ分 離 セル補 燈

一 モ リ ジ ソ1… ×
12・・×14・ ・×18・ ・×1・6・・×

燈

補IA 十= 十=1≡ 十十_ 柵

柵B 十= 十十_ ≡≡ 柵 ・1

ル程 操 作 法 ガ嚴 密 ナ リ ト云 ハ レ アル モ 、余 ハ當

初15倍 量 ノ補 膿 ニ テ ハ 「ヘ モ リジ ン」ノ使 用 量

ガ濃 厚 二過 ギル 如 キ 揚 合 二 屡 ≧遭 遇 セ ル爲10

倍 量 ラ使 用 スル コ トニ定 メ タ リ。 カ ・ル相 違 ノ

生 ジ タル所 以 ハ鴻 上 氏 ノ用 ヒタル 山 羊 血 球 ハ 同

時 二使 用 セ ル 「ヘ モ リジ ン」テ製 出 スル 爲 二家 兎

二注 射 シタ ル 山羊 血 球 ト同 一 ノ山羊 ヨ リ探 血 セ

ル モ ノナル モ、余 ノ使 用 セル 山羊 血 球 ト「ヘ モ リ

ジ ン」トノ間 一ハ 斯 ル關 係 ナ シ。 弦 二於 テ雨者

ノ間 二血 球 ト「ヘ モ リ ジ ン」 ト必親 和 力 二於 テ或

ハ差 異 テ存 セ シ爲 ナ ラ ンカ ト思 惟 セ ラル
。

D、 「ア ンチ ゲ ン」ノ使 用 量

「ア ンチ ゲ ン」使 用 量 ノ如 何 ハ結 核 補 盟 結 合 反 慮

テ行 フ上 ∴最 モ 重 要 ナル 問題 ナ リ。 帥 チ 「ア ン

チゲ ン」使 用 量 過 少 ナル 時 ハ 如 何 二 能 動 力 強 キ

「ア ンチ ゲ ン」ナ リ ト難 陽 性 傘 ノ著 減 シ來 ル ハ當

然 ナ ル ラ以 テ ナ リ。 故 二吾 人 ガ「ア ンチゲ ン」テ

使 用 スル ニ際 シ自家 抑 制 テ起 サ ザ ル範 園 二於 ケ

ル最 大 量 子使 用 セ ン ト試 ム ル ハ常 識 的 二首 肯 サ

ル ・所 ナ リ。 サ レ ドー 面 能 動 力 大 ナ ル 「ア ンチ

ゲ ン」テ タ トへ 自家 抑 制 テ 起 サ"ル 範 園 内 二於

テモ 鹸 リニ過 大 二使 用 スル時 ハ健 康 者 ニモ多 撒

ノ弱 陽 性 出 現 シ來 リ、 此 ノ陽 性 出現 ガ果 シテ抗

罷 抗 原 間 二起 ル特 異 的補 燈 結 合 反 慮 ニ ヨ リテ生

ズ ル補 禮 非働 ニ ヨル 陽 性 ナ ル カ
、 或 ハ 又血 清 二

存 スル非 特 異 性 ノ補 艦 非働 物 質 ト「ア ンチ ゲ ン」

二存 スル 自家 抑 制 トノ蓄 積 二基 ク非 特 異 的補 禮

非 働 二 因 スル溶 血 阻 止 ナ ル カ、 刹 然 セザ ル コ ト

ア リ。 斯 ク ノ如 キ現 象 ハ 「ア ンチ ゲ ン」封 照 ノ完

全 溶 血 ナ ル事 實 ノ ミニ テ ハ判 定 スル能 ハ ズ
。 要

スル ニ結 核 ノ 襯 豊結 合 反 慮 二 於 テ ハ 「ア ンチ グ

ン」ノ種 類 二慮 ジ多 数 ノ各 種 實 験 例 ト臨 躰 的 見

地 ラ照 合 シテ其 ノ適 當 ナル使 用 量 テ定 ムル ガ必
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要 ナ リ ト思 考 セ ラル。 此 鮎 二關 シ鴻 上氏 ハ前 掲

ノ 「ア ンチ ゲ ン」使 用 量 ラ定 メ ラ レタ ル モ余 ハ此

使用量 ノ更二素 ノ量テ以テ適當ナリト認 人

右 ニ ヨ リ結 核 補 盟 結 合 反 磨 テ施 行 セ リ.斯 ル程

度 ノ「ア ンチゲ ン」テ使 用 ス ル トキハ 「ア ンチ ゲ

ン」ノ2倍 量 封 照 ガ第 二次 系 二於 テ10分 以 内 二

完 全 溶 血 テ來 ス。 此 鮎 ハ封 照 ノ完 全 溶 血 テ來 ス

時 テ限 度 トシテ 直 二 判 定 テ 行 フベ シ トス ル人

(中島)ノ 意 見 ト相 異 ル塵 ニ シテ、 斯 ル事 實 ハ 使

用 セル 「ア ンチゲ ン」ノ能 動 力 ノ相 違 ニ ヨル モ ノ

ナ ルベ シ。 シカ シテ今 「ア ン チグ ン」ノ使 用 量 テ

減 ズ ル事 ニ ヨ リ得 ラル ・操 作 上 ノ利 盆 ハ封 照 ノ

完 全 溶 血後 更 二長 ク重 湯 煎 中 二保 ツ コ トニ ヨ リ

判 定 ノ明 確 トナ ル コ ト、 及 ビ、 「ア ンチゲ ン」ノ

濃 度 減 ズ ル コ トニ ヨ リ「ア ンチゲ ン」ノ有 スル 白

濁 減 少 シ判 定 テ容 易 ナ ラ シム ル鮎 ナ リ。 シカ シ

テ又 由來 優 秀 ナ ル 「ア ンチグ ン」ノ特 性 ハ 多少 ノ

濃 度 ノ動 揺(濃 度 ハ 自家 抑 制 ノ 強弱 ニ ヨ リ決 定

サ ル)ニ ヨ リ能 動 力 ノ上 二 多大 ノ影 響 テ及 ボ サ

ザ ル ノ鮎 ニ ア リ。S.T.1ア ンチ ゲ ン」モ亦 濃 度 ノ

減 少 ニ ヨ リ能 動 力 ノ上 二及 ボ サル ・影 響 ハ極 メ

テ微 小 ナル テ認 メ得 タ リ。

E、 判 定 ノ時期

鴻 上 氏 原 法 ニ ヨ レバ判 定 ハ第 二 次 系 直後 二1回

ナ ス ノ ミナ ル モ、 余 ハ判 定 テ 第二次 系 直後 一・1

同 行 ヒ タル後 、 更 二氷 室 二約18時 間保 存 シ翌

朝 二至 リ沈 澱 セル血球 ニ ヨ リ第2同 ノ判 定 テ行

ピ タ リ。 コ ノ2同 ノ判 定 ラ比 較 ス ル コ トニ ョ リ

特 二注 意 テ喚 起 セ ル貼 テ認 メ タル ラ以 テ右 二關

シテ後 述 スル トコロ アルベ シ。 從 ツ テ成 績 ノ記

載 バ ー→ 一、 ± → 一或 ハ帯 → 十 、 帯 → 帯 ノ如 キ

形 式 テ探 リ タ リ。

F、 疑 問 反 慮(±)ノ 取 リ方

試 験 管 内 二認 メ ラル ・溶 血 阻 止 ノ判 定 ハ、 痕跡

溶血阻止テ以テ集)晴 以内ノ溶血阻止瑠
ム ル モ ノテ(+)言 迄 ノ溶 血 阻 止 テ認 ムル モ ノ テ

(十)1ソ レ以 上 ノ溶 血 阻 止 テ認 ムル モ ノテ(柵)ト

セ リ」 然 ル時成 績 ノ判 定 ラ行 フ際
、 第 一 試 験 管

(血 清 原 液 》ノ ミニ溶 血 阻 止 ラ認 ムル モ ノニ次 ノ

4種 ア リ.

1、 十1十、2,・ 十{-b3、 十 、4s±

此 ノ際(1)、(2)、(3)ノ 三 形 式 テ判 定 ノ成績

トシテハ(+〉 ナル成 績 中 ニー 括 スル ハー 般 二用

ヒラル ・塵 ナル モ、余 ノ實験 二於 テ ハ第 一試 験

管 ノ芝+、 程 度 ノ溶 血 阻 止 テ示 ス モ ノテ弱 陽 性

トセズ、 疑 問反 慮(±)ト シテ取扱 ピ タ リ。 從 ツ

テ判 定成 績 ノ上 二於 テ(±)ナ ル反 磨 成 績 極 メ テ

多 シ。 斯 ル取 扱 ヒ テナ セル理 由 ハ次 ノ如 シ。 即

チ徽 毒 補 禮 結 合 反 慮 二 於 テハ 病 原 盟 ナル 「ス ピ

ロへ 一 タパ リー ダ」ハ特 定 ナ ル 機 會 二於 テ特 定

ナ ル場 所 ノ ミヨ リ傳 染 スル モ ノナ レバ 、 徽 毒 二

罹 患 セ ザ ル 人 ハ徽 毒 ノ抗 禮 テ其 ノ血 清 内 二全

ク含 有 セザ ルベ シ。 從 ツ テ假 令 、 痕 跡 ナ リ ト錐

モ徽 毒 補盟 結 合反 磨 二於 テ溶 血 阻 止 テ示 シ來 ル

時 ハ、 直 チ ニ之 テ徽 毒罹 患 ト結 ビ ツ ケ テ問題 ニ

ナ シ得 ル ナ リ、 然 レ共 結 核 補 禮 結 合 反 慮 ノ場 合

二於 テハ 之 ト全 ク事 情 テ異 ニ シ
、 結 核 菌 二封 シ

テ吾 人 ハ常 二侵襲 サル ・機 會 テ有 シ、 又 大 多撒

ノ成 人 バー度 ハ結 核 菌 ノ侵 襲 テ蒙 リ之 テ征 服 シ

或 ハ之 ト職 ヒツ ・アル ナ リ、極 言 ス レバ タ ト〈・

1匹 ノ結 核 菌 テ吸 入 スル事 ニ ヨ リテ モ、 之 二相

當 スル 微 量 ノ抗 禮 ハ膿 内 二登 生 シ得 可 キ ナ リ、

依 ツ テ弦 二極 メ テ鋭 敏 ナ ル 「ア ンチ グ ン」蚊 ニ ソ

レニ相 當 スル術 式 ラ得 ル ナ ラベ 集 團 生 活 テ螢

ム大 多数 ノ健 康 者 二於 テ結 核 補 禮 結 合 反 慮 テ施

行 スル トキ其 結 果 ハ陽 性 二現 ハ レ來 ル モ ノ ト想

像 シ得 ラル。 又 假 令、 常 二血 清 中 二多 量 二存 セ

ズ トモ ・ ア～レモ ノハ組 織 二沈 著 シ ア リテ時 ニ ョ

リ血 清 内 二移 行 スル場 合 モ アル ベ ク
、 現 二補 燈

結 合 反 慮 陰 性 ナ ル慢 性 關節 「レウマ チ ス」患 者 二

連 鎖 状 球 菌 「ワ クチ ン」テ注 射 シ、 補 禮結 合 反 磨

テ陽性 二出 現 セ シ メ
、 組 織 二附著 セ ル補 盟 結 合

物 質 テ血 中 二 出現 セ シメ タ リ トナ ス人 ア リ(A .

B・BakerandM.Wetherby(43))
。弦 二於 テ結

核 補 膿 結 合 反 慮 へ 徽 翻 舗 結 合反 慮 ノ女ロキ モ

ノ ト相 違 シ其 結 果 ノ制 定 上匠 々 ノ異 論 テ生 ジ來

ル所 以 テ有 スル ナ リ.然 モ ー一面 結 核 補 禮 結 合 反

慮 ラ施 行 スル ニ際 シ「ア ンチグ ン」使 用 量
、「ヘ モ
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リジン」使用量、補禮 ノ性質、血球 ノ抵抗性、重

盈煎温度 ノ微小 ナル高低、室温 ノ影響、等極 メ

テ多種多様 ノ要約 ガ溶血阻止ノ程度 二關與 シ來

ルモ ノナレバ試験管内 ノ溶血阻止 ガ(±)或 ハ

(十)ナ ル事ハ術式 ノ上 ヨリ考 フルモ毎常確然 タ

ル差 アルモ ノニ非ズ。以上述ベタル結核補禮結

合物質 ノ嚢生 ノ由來蛇二結核補禮結合反慮術式

ノ精度 ヨリ思考 シテ第一試験管 二於 テバ(十)

程度 ノ溶血阻止テ有 スルモノハ(±)ナ ル疑問反

慮中ニー括 シ(±)ナ ル反慮 テバ廣範園二定メタ

ルナ リ。 。.

3.胸 部 「vン トゲ ン」寓 眞所 見

胸部「レントゲ ン」爲眞所見ハ大里教授 ノ分類法

二從 ヒ記載 セリ。即 チ

1.初 期結核

初期攣化群

鎖骨下浸潤

早期室洞、娘浸潤、肺門部間連絡、病竈周

園炎(perifccaleInfiltration)

肺尖結核

斑黒胡犬局所陰騎

肺尖部澗濁

結核性肺門部病攣

肺門周園浸潤(Redeker>

肺門淋巴腺腫脹

2.肺 疹.

結節形成型

細葉性結節型肺擁

硬結型

肺炎型結核性浸潤

播種性結核

3.胸 膜炎

滲出性胸膜炎

G・P多 董 ノ滲出液瀦溜、或 ハ廣汎 ナル腓

脂

K-P中 等量或ハ少量 ノ滲出液瀦溜或 バー

側ノ初 下ノ朧

癒著性胸膜炎

漿液氣胸
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氣 胸

4.其 ノ他

塵肺症

然 シテ之 二、氣管枝周園炎拉亭肺門結核 ノニ項

ラ加へ記載 セリ。

4.日 課

湊 海軍 病 院 入 院 患 者 二封 シテ ハ、 日課 テ定 メ、

病 状 ニ ヨ リ適 當 ナ ル起 居 状 態 テ規 定 ス。 日課 ハ

甲、 乙 、 乙 丙、 丙 、 丁 、 要 荷 ノ六種 類 ニ シテ、

内容 ハ別 記 第7表 二示 ス所 二從 フ。

實験成績

本實験 テ被検者ハ湊海軍病院 二昭和11年3月

ヨリ、昭和11年10月 ノ間二於 テ入院 セル呼吸

器疾患 テ圭 トシ、臨躰症駄 ナキー般健康兵員ハ、

横須賀海軍病院拉二、湊海軍病院二勤務 中ノ看

護 兵ナリ。

結核補禮結合反磨陽性度二關 スル以下ノ各表二

於 テへ 煩雑ラ避 ケ疑問反慮(±)テ(一)ノ 部 二

第8表
一一

1直 後到 定 時期

1翌 朝

肺 結 核

危 篤 ナル肺 結 核

胸 腹 膜 結 核

胸 膜 炎

慢 性 氣 管 枝 炎
レ骨 結 核

慢性關節 「レウマチ
ス」生骨紳経痛、脚氣

骨 折 脱 臼

湊 健 康 兵 員
一

横須 賀健 康 兵員

骨折脱臼並健康者計

1徴 毒Wa.R.陽 性 者

一1+囲 帯

算入 シ陰性 トシテ取扱 ピタリ。

爾症類別ノ病名ハ海軍 二於 テ常用サル ・定義 二

從 ヒタリ。即 チ肺結核ナル病名ハ開放性肺結核

テ意味 シ、慢性氣管枝炎ハ疑似、或 ハ初期結核

ト云ハルベキ者ラ含 ミ、胸腹膜結核 ハ開放性ナ

ラザル肺結核ニシテ腹膜炎症状 テ合併スルモノ

テ含ム。
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第9表 各種ノ列定標準ヨリ見タル症類別結核補趙結合反磨陽性率ノ表

核結肺

核結肺ルナ篤危

核結膜腹胸

炎膜胸

慢 性 氣 管 枝 炎

矯 一二 結 核
! 慢性關節 「

レウマチス」、

脚氣、生骨紳経痛

骨 折 、 脱 臼

礫 離 牒 騰 離 樫中薩径1例
、糾

100万勇訓

91.3%

89.3%

81.1%

33.3%

儒;;募1

40.0%

78.3%

75.9%i

一6.o%

33.3%

38.5%

20.8%

80。0%

69.6%

69.6%

56.8% .

33.3%

38.9%

12.5%

73.3ヲ6

20.0%

47.9%

58.9%

46.0%

33.3%

11.1%

8.3%
ず
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湊 健 康 兵 員 47.8% 23.9% 23.8% 15.2% 46

横 須 賀 健 康 兵 員 26.2% 11.9% 6.0% 3.0% 134

非 結 核 患 者 33.3% 14.0% 11.5% 6.5% 204

Wa.R.陽 性 者

一

100.0% 100.0ラ 。 100.0% 84.6% 13

第10表 結核補髄結合反慮 ト胸部X線 窮眞所見トノ關係

剣定畷 論
一 +囲 柵

計
+囲 柵

計
粁1柵

計
柵
一

一 十 什 柵

進 行 セ ル 肺 結 核 0 0 (1) (1) 死前(2
)

1 2 0 3 1 2 3 3 9(11)

0 0 1

1

0

0

1 1 3 0 4 5 1 6 6

1

17G.P.
一 一}　 ▼一 一

肺 門 結 核 1 2 4 1 0 0 1 1 1
一一

4

2 8

肺 門 周 園 寝 潤 三
ユ

0
『-

1

i
8

1 1

涯
1

0

1一
〇

6 1
一一 一 一

12『
3

2 〇
一 一一

2

3 5 9 3 21

7

1

19 9 23 18 17 35
一 一}

4

11 86K.P.
一 一 一 一一 皿}一}-T}一 一

肺 尖 楓 濁 2 0 0 3 2 2 2

1

11
一

肺尖斑黙 状局所陰影 1-
〇

-

i
O

1 0 3 0 0

0

0 0 1 2 3 7

氣 管 枝 周 圃 炎 0
一⊥
0

0 0 0 0 4 1 5 2 7

肺 門 淋 巴 腺 腫 脹 4 15 2 4 0 6 10 1 11 3 35

氣 胸 1 0 0 1 0 1 〇
-

1

1 0 0 0 1 3

初 期 攣 化 群 1 3 1 0 5 3 0 4 4 3 7 3 19
一

早 期 浸 潤 2 0 1 0 3 4 1 0 5 3

3

3

1 4 1 13

癒 著 性 肋 膜 炎 』 1 3 0 4 1 1 1

0

3 1 4 1 12

0.B. 512 1 0 8 1 3

『

4 1 4 1 17
1

進行 セル肺結核、拉 二廣汎ナル胸膜 ノ滲出液瀦

溜叉ハ餅脂 ノ像 ラ認ムルモ ノニ於テ翌朝判定成

績 ノ陽性卒約100%テ 示 シ、 コトニ中等度以上

ノ陽性者多ク約70%強 陽性者約35%テ 算 ス。

結核性疾患 ノ臨躰所見 テ有 スルモ胸部X線 所 見

第11表

・二著憂 テ認 メ難キ17例 中8例 翌朝判定 ノ成績

陰 性ニシテ陽性傘約60%、 中等度以上陽性者約

30%、 最強度陽性者約6%ナ リ.其 他各種 ノ胸

部X線 陰騎 ト結核補龍結合反磨陽性度 トノ間ニ

ハ特記 スベキ貼 ナシ。

結 核補髄結 合反晦 ト日課 トノ關係

轟麟
一+1什1柵

1
計

+1什1柵
計

什困 惜
例数

　 　一　 　

一

十 督
計

柵

甲 5

乙 7

乙 丙4

丙 9

丁 3

要 荷1

計 29

3

3

3

,∂

011 4

22

3「2

32

2 2

1616

116 3

0 8 3

014 7

0 8 3

1 6 4

26324

5

1

1

6

4

2

19

0 911

1 510

0 4 7

11412

1 8 5

0 6 6

34651

112 4 36

717 7 45

0 7 2 21

113445

611

39

5 32

6 27

186928206

マ ン トー皮 内 反 慮10mm以 下 ナ ル モ ノニ 就 キ

考 察 テ加 フル ニ、 陰 性 「ア ネル ギー」 ト思 ハ ル ・

肺 結 核3名 、 胸 膜 炎12名 、慢 性 氣 管 枝 炎5名 、

慢 性 多 嚢 性 關 節 炎1名 、 坐 骨 瀞 経 痛1名 、 脚 氣

2名 ア リ。ヱ 主 トー 反 内反 鷹iハ 概 ネ2000倍 「ツ

ベ ル ク リン」 ラ 用 ヒ タ ル 成 績(一 部 二1000倍

「ツベ ル ク リ ン」テ用 ヒ タ リ)ナ レバ
、10mm以

下 テ以 テ ヱ ン トニ 皮 内反 慮 陰 性 ナ リ トハ云 ヒ難
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第12表 結核補盟結合反磨 トマ ソ トー皮内反慮 トノ關係

艦 期麟
一1+囲 帯

計
+1什 柵

計
++1州

1計

1

柵
一
帯

総 計
一 十 什

長裡20mm以 上 10

-

6

2 2 1 15 6

-

8

6

-

6

〇

-

1

12 10

-

19

-

13
-

8

-

50

2

-

6

-

6

-

3

-

17

1211 　 40

15

;

25i10 64賜 濫誹 2 6 0 14

副 認誹 5 8 2 0 15 6

-

1

一

5 2 13 19113
2

1-

}・
1-

125

60

11 24
長径10mm以 下 6 0 4 1 11 〇

-

3

1

計 27

;

・21・41 2 55

〇

-

21!17
1

41 67 188
1

第13表 結核補膣結 合反磨 ト縛蹄 トノ關係

1麟
■+1州 惜 計

十 什1柵
計 刑 柵 計

柵
1総 計

一 十 什 州
治 退 14 7 8 1 30 10 5 1 16 25 6 31 6 84

輕 退 3 5 1 0 9 3 3 0 6 4 2 6 3 24

免 退 5 0 1 0 6 2 1 0 3 5 1 6 2 17

死 亡 0 0 2 1 3 1 2 0 3 2 1 3 1 10
一

入院 中 6 5 4 0 15 8 8 2 18 15 9 24 15 72

縛 院 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 2

計 28 17 16 2 63 25 19 3 47 51 19
170

38 209

キモ、マ ントー皮内反慮陽性度 ト結核補盟結合

反慮陽性度 トノ間二存 スル關係ハ之テ以テ窺 ヒ

得ベ シ。即チ雨者 ノ間ニハ相互的關係全 ク無キ

モノ ト認 メタ リ。

即チ結核補禮結合反慮爾強陽性ナルニ拘 ラズ臨

躰的ニハ全治 ト認メ退院セシメタルモ ノ6名 ア

リ又全治退院者中陰性者30名 二封 シ陽性者53

名 テ算 シ、 全治退院者 ノ約64%ハ 結核補禮結

合反慮陽性ナリ。輕快退院二於テハ強陽性者3

第14表

名アリ陽性者ハ約62%ナ リ。免役退院 二於テハ

強陽性者2名 、陽性者ハ約64%、 入院 中ノ者 ニ

アリテ・・強陽性15名 、陽性者約80%テ 示 シ、

退院者 ノ李均約64%ヨ リモ陽性者 ノ比卒大ナ

?。 一面全治 ト看倣サレ退院 セル陽性者ニシテ

牛年以内二肺結核症 テ叢病 セルモノ1名 アリ。

但 シ以上ノ成績ハ退院直前1成 績 ニハ アラザル

テ以 テ、退院直前 二於 テ検査 ラ施行 スルナ ラバ

陽性者 ノ退院者二於ケル比率 ハ更 二減少 スベキ

結核補燈結合反慮 ト赤血球沈降速度(中等質)トノ關係
1

一 鵬 一1+囲 帯
計

+囲 柵
計

骨1柵
計

惜

柵
総 計

一 十 朴

8mm以 下 20 8 8

2

1 39 9 5

2

5

3

1

1

0

16 19 5 24 7

5

83

9mm→15mm 3

3

1
-

1

1

3

3

0

0

1

0

8 7 10 9

13

3

5

3

6

12 35

16mm→25mm 2 8 4 9 19 4 40

26mm→35mm 1 2 5 0 0 3 1 4 3

5

15

36mm→50mm 1

1

1 3 3 2 1 6 3 8 22

50mm以 上 0 0

2

2 3

26

1

18

0 43

i52
0 3 4 13

計 29 17 15 65 3 47 18 70 28 208



●

俵 ⇒鴻上氏寺 ノ「ス クア ロ、 ツタル ク リソ」ヲ「ア ンチゲ ン」トヤル結核補 瞠結合反応 ノ研 究 【第15管
、

840

一

襲
鴇
謎.擢蝋鯉匡監典拠

国

守

ゐ

承

婬
風
昏

隊

憾卓一1鎚煙中窒拠.蓬癒紺隠縫和螢唐.照馨ト共訳①

摸
製
国
恥

塩
纒
鰹.昏卜撃郭ト頓興ゆ

L

ふ

寒
鯛
唄

瑠
皿

.蝦

根
癒
樹メト渥郭ト拠取の

舵
議麟.諸騨掘轡讐.昏臥撃環ト拠Rゆ

ぺ

膿騨

撃

卓＼謡纏.荘謡婁

「

興

O

啓

卜

渥報"篭翼ト国璽雛墨.腔早＼妹朧展恥鼻緒遣損頃ゆ

齪

養

紫

盟

麟
哩
禁国墾田蔑箭田愛撫.興蝉振掛蘇州爬

ロ

ゆ

.
山,
国訳①

.
畠,

寓にゆ

躯
奥
課
渥
脚
悲.
醤ξ禦振檸ポ奉ξ製缶N無ム匝寝紙墨塁翠瀞蘂韓

霞

O

廻
奥鰍

渥
牌
損(廉)醤蓼劇震犀裟蟹塁翠髄糎爬

頃

頃

ー

-

一
環

ゐ

+

潔
髄
ゐ

昭

寝9
.

(
盤

慰)

麟
膣
凄国警田養『」慧鰻.興鰹圏霞E塁爬.廻国蘇貴拠釈典ゆ

齪

霞

蟷

唾雛「〉」鴇繧

と
O
.

①
め一

ピ
ゆ

.

畠

寓
O.

鵠

1一と⑦.墨と

ト.

這

出
⑩.

溶

9
0 .

躍

l
I

l

O
O
O逮

.
●っ

と
目

.
◎o寸

〉δ

.

專

一I
I脚

l

OO

卜 .
oO

と
C
.

㊤寸

寓
O .

溶

鯛

舗

OO

O
.

oO

OO

卜 .
N

O
O
卜

.
σ壷

ー

ー

都

一
十

ー

ー
脚-口U

;
OO

oう .

oう

ー

ー印
旨

l̀

I

-l

l臨「OO偽.◎うIII-Ij肝

OO

寸
.

oう

O
O
O
.

oっ

圏　

ll

日

il
騨

OO

㊤
.

◎っ

O
O
O .
寸

晦

鰻

慧

区

区

区

隙

隙

隙

の

肝

鄭ll十』
ーヨ

ー坑荊

鄭

-[

区

駆

ロ
ー

ー

1

1

刊

判

制

1

1目
一一‡

1

1

‡ーー
霊1

一

鳶

-十↑十

‡

十

十

,朗

調一

‡

十

‡

十

1

十

1

十

響

輿

起

倒
一
あ

＼

セー

◎Q

eq

O
つc

町
!
[

■嗣
闘十↑十

O◎○

oう
ト

O
oo
`
「

卜帆
1-
II

l

↑

十

ード
」

レ
ー;雲ーーー

1

↑

十

鴎
刷

Oσ魂
一ll

胴

↑

十Iiーー

9

1

‡
i「

i

oO旧制

一

枇11

.

9

駆

群

丹

薬

穏i

一

↑

十

1

↑
刊

刊
↑
刊

判

↑
十

1

↑

舶

胴
↑
十

1唱
1

一

刊
↑

‡

-

↑

‡

「

1

胴

↑
‡

惣
墜
愈
雛
誰
憧

頃
卜

r

ロ
ゆ

頃

寸

頃

9

ζ
①

に

。c「-ーー1

貿
卜1

一}

!

一1
1頃鴎rlI

ロ

9

」一

I

I

I一

匿

三
・・

ζ
卜

【へ

ゆ
一

環

9
-f

口

O

霞

。。

ロ
ト

頃
頃

劉̀

国

卜d
。q

巌
憂

燦

懸紙郭歯躁翠攣(禦畑),,,

一腎
1

ー
ー

(

任

醒

く
)

1-

l
l

国

辱¢
巌
暑
燦麟艦種匪酬奎奪鋸鎌翼

葉
蔭
霞
墨

一脚
[}

l

i

-
l

II

h

l

(
任

纒
く
)

ロ
ト
。煙
尉

巌
蚕

燦
懸紙暴露昏栽

ロ
O
卜
。q

巌
暑
燦
麟藝駕謎謎塁

r
音

盤
K
)II

麗
寵
鎖
鋸

雫

O髄
撃
翻

罧
犀
緯

.条
懸

ε

護
照
渥
惧

.ミ

恥

弩
騒

、
ら
都

田
渥

国

O

と
ゆ
.欝

O
O
◎o
.
o◎

麗
鶴
翼
恥

蟹
魯
稲
田
潰
綻
頓

濡
長
㌍
年
鑑
潰
夷

国

守

護ゆ

鍵

霧
。,.誓

言m

撃ll鴇
草喜渡
トL蝋.
孤 坐8

量

語

語
蔑
⑱
露

薬量罧

座く賦1馨
頃国里・に

曄損.
ゆ琶£,雲 粒

渥罫孫零
柊榊臣翻

無
爵
暴
農
誓

襲
難
慧

.襲
鴇
塁

F

。q

出

()
.
①
里
国

O
.O
逗
と

O
.

9
竪
ド
O
O
QO
.
e豊

頃

O

堰
爺

婁

.欝
驚

M
蕪
繍

樹
和

書
皆

.
亀
卜
侭

郭
ト
綻

に

ゆ

麗
面

謝

.驕
硬
㌍
屠
蘇

渥
些

.米

聖
躯
蜜
唐

.廻
響
ト
脚

詳禦
書展

_二,笥　
へ 　 りも

N綻

① 悲.

llミ 額

潮(÷撃

駆摩
鰹.

=躍 譲

匝盤醤
蝦i二督蓼

塁iiミ翻
緯碇罧

鋸
屑
翠
幾
鎌
錠

慣
燦
藁
陰
草
鄭

＼
翼

馨
襲
篭
屋

電

。○

眠

密

雲

盟

1峯O
d

刊

↑

制

目

c煙
.
畠

O
ゆ
ト
.
oっ

O
ゆ
◎つ
.
●○

の
O
◎o
.
σQ

一忠

刈

ぼ
Ω

1辛

1‡

㊤

oっ

一

↑

十

一一

↑

刊

刊
↑

胴

卜
oっ

一

↑

1

ゆ
oO

O
㏄

oO

判

↑

胴

1

↑

1

胴

1

↑ 灘 辛

1,

十1{oO

}L

lI

↑㊤

1り1
+ll

。Q膠

8と

1圖 ㍉r
l。魂」墨

1曲 「引《:含

1・・膣
18雇

車1日 「!P
。。漉

19詔　
十1ぼrC

;。 。蕊

1}区;§蔭

i81と

l

I
〉
;

.¢
璽
と
O
.ト
め
と
O
.卜
豊
国

O
.寸
ゆ
属

ρ
㎏

一睡

ゆ

8一
『
州

区
口

ρ
O
P
U
。う

一

」
障

一

中
ー

ロ

㊤

O
詰

.
旦

O
O
鴫
.
。Q

O
9

.
⇔魂

一〇
〇
頃
.
。っ

O
O
。。
.
。。

9

区

口

塞1・

養i..
璽1

ふ

十

劇

画 雛眠

∫溢
　

録…憾

塁瞬

㊤
判
↑

十

ト

ゆ
σ豆

一

↑

十

1

↑

1

離 コ蟹田

1
ロ艦 齢

舶

鵬

‡

璽

屡
K
怒
一
み
N
セ

誌

芯

。。

コ

解
群
甚

慮
瞬

一

↑

1

1

↑

l

l

↑

l

l

↑

1

些

墜

φ

繁

謹

澤

雪
一
霞

三

ξ
一
頃

三

写

【「

三

頃

三

・
ト

マ

三
【「
・・

R

三
【「

三

眠
・・
㎜
[

三

5

三

三
匿

一

il

・

三
・
。

ロ

お
一

巌
長

恨

麟

-積

怒細

腰
劃亟

馬(騨姻)

臣
O
O
嶋

螢袋

憬麟爆書舗翻藤引拠

損壊警ト蟄拠u,w紙墨露拠頓(製馨)

ロ
ト
。磁
。魂

蜜
鍾

螺麟総督露鰻(任継K)

=

專
d

巌
弐

燦
鱗紙慧婁姿(音盤ノへ)

ロ
c・O
[
釈
義
蕉
懸緒軽馳腰垣哩燦燦騨陰草翻(任解く)

、
甲

片
認
無
鍛
響
憾

(
一
轍
)
艦

雲

紙



841第7號 】 俵=鴻 上氏寺 ノ「スクア ロ、 ツベル ク リン」ヲ「ア ンチゲ ソ』トセル結 核補髄結合反慮 ノ研 究

e壷
eQ

圭σq
N

刊

↑

刊

1

↑

十

卜悔1圭
+li

【δ
二

=
①
=
{
卜

ロ
ト
㊤
一
巌
ζ
蕉
懸

緒

言
書
艇

(音
盤
く
)■

9

L
胤
「

-
陣
「

」

」

ε

ト

十

十

_1十1一へ 1李 〇

三鼎
=ミ^●r

副 手r

頃

9

口

①

...一一,

9

il:像

1;爲

‡1
↑o

十1

=
2
【巌

長
螺
総

総
謎

婁
柊

(
任
選

K
)

ト

.'

-
旧

!

臨

i

、一-
一

1

↑

一

=={ 　

1奪

薫)欄 。

ご圭 陸1oう

十
↑

十

口

ゆ

十1

[』

中
N

や
荊

=

。で

=
ε
一線

長
蕉
盗

翼
翼
鄭
凝

ザ
ヨ
÷

(剰
畑

)

」
ド
2
愛

1,

↑1

十 ド

楓+
li

k
心

門へ
三

富

[界
雷
巌

ご
蕉
繁

《
督

曇
ζ

(
馴
}塔
)

‡=
L
i++

L
降
L

-㎏

0

「
」
ド

・[

医

す:・・}‡1+1
十li

当榊

[h
三

…

=
{…
切
下
ζ

擦

姿

緒

翼

*

凝

立

倒
÷

(
4一
蝋寄

)

圭

十1

↑

十

1

十1

十11

A卜
IIc黛

十l

l

9

¢

ト

τ1雲

十1

ロ

(《 暴 頃
製繁 署1醗
細尽 賛}『)爬 燦

鞘

取

うe

ξ

マ

ゆ
=
「
・っ

紙
慧
曇
柊

(
剥

蝦

)

=

曹

屡

K
倒

ー

ムN
ト

渥
群

長
薬
穏

響
憾
愈
藁
韻
澤

荘鍛謹.蓬爺露国卜

蓬鵠鎖.爲霞躯奪.堅田躯痩煮巖鰍渥礁損

取

。。

の

蓬

髪縫,の=監酬認寝

}

ロ

に一

蓬
鴇
璽.認騒掻錨和麿魯,うト年輩竺㌍r暴き誓一

…

「「

寸

条
響匡ε量鰭量ぜ.譲暫ざミ鼠誓ロ。。

ゐ

示劇辮ム囎渥爺塁塞【三導目魯

貿

卜

I

ll
I
i

滞
F
匝ミ示雲辮.偽卜傑薗へ巡響箒煙室些最要潔竃."魯藤一1髭ト墓誌巽》舞卑啓唐議E塁些k

ロ

。う

華
爺
餐.撰擁曇

霞

卜

　

垂
業
繋

ξ
}

ξ

「

「

」…}」

展

垂

嚢難

題

雲

。。

一…

廻
国
無

き
喪
k頃。Q

糞

婆

錠
一

一
1

1

廻庭踊な蝉課遣綻鰻
国【{9-1一

ーー

1

紙

團
匪鄭地層ト頓.醤母潔罧R鷲＼

=

。q

養
母
型
録犀鰻.躯簿課塁仁栽霞驚婁国憲}↑F些頃9

Ill
I

醤
撃

颯罧

律
格菅.廻廻v総蘇渥摂取9

齪

擾

麟

嬢騨「〉」爺塁

駐

寓
O .
Oゆ

と
O
.

O
め

出
O .
eq㊤

」

ー-
ll

と
O .

。う¢1圏

出
O
.

oっ
㊤

国
O .
。9
㊤

と
O .

専一i

OO

㏄
.

eう

属
O
.

●建
鴎

l
l

I

O
O
◎う
。

oう

2
0 .
Oゆ

一
k-

OO

N .

o畳

一

1
一区日

II

l

i

一

呂
O

.

鴇ーーーi

O
O
e煙

.
oう

霞
O
.

。c
鴎

-

口
脚

呂
O .

畠

-

1

-

O
頃㊤

.
㏄

1ー

ー闘

区
0

躍
O
.

Oの

冨
O

.
。う
のl111100¢.¢liの一Li

!
一1

‡

冨
O .
。う
ゆ

一

,一

O
O
O
.

oっ
ー

ー置目…』1

呂
O .

露

霞
e煉
.

鵠

と
O
.

㊤
迫

侮

謹

8
00
.

oっ

O
O寸

.
oう

OO

め
.

oっ

OO

ゆ .

oっ

ー
ー

1

}一

1

一

OO

ゆ
.

oっ

0

9
.

o◎

1

O
O
N

.
oう

-

劃一!

O
O
ゆ

.
oっ一ll-1,一}1卜,

OO

卜
.

●奄

O
O¢
.

oう

O
O
㊤

.
oう

II」

一
擢

一
l1

1

肇

壁

塗

丑

暗

喧

丑
!

Ul

喧
日

医-一覧

区
口

区
日

旺

!

}

肝

麗

国

1

1

刊

1

胴

判

lI

刊

刊

一

1

贈

調

十

十

圭

lI『
」闘

十

↑
十

」1
0
[

一¢「一,」旧Ul̂,-十一

}1

-I

i

¢

1

一賜

1十

圭

峯
ーー○うーー

‡

‡

響
輿
起

倒
一

玄
ト

ゆ

σq一」

旧

1

↑
十

㊤電

oc

一

F

l胴↑十

卜

寸
d

¢
肖

--
一

昭-↑十

㊤
一

」

寸

■

i

Qc-I

i一利一十

●硬

駆
群
長

養
穏

1

↑

十

一

1十↑十

引

↑
十

1

↑

十

判
↑
十

lI↑十

I
I

"十↑十

1

↑

十

判
↑
‡
刊

一

+

1

↑

判

1

響
墜
巾
離
調
澤

頃
卜

【
へ

の

ロ

。。

雲
。○

ゴ
ト

霞

めー-

口

寸

I
I

一

頃

卜」レ

ロ
の

`

一

I
II

ロ
ト

頃
ゆ

ロ

。。

に

ゆ,
一

頃

。。
1

一

頃
卜

頃

め

叩
。う

ロ
。。
。。
。q

巌

暑

爆

麟嵐黒塗(禦細)

ロ
ト
。◎
。塗

篭

長

螺

懸

隔

(
禦
噸)

ロ

。○
。。
▽

黒

曇

蕉

畿罵餌翠攣(禦螺)
頃

。。
1

国
①
。。
。Q

巌
長
螺
懸紙翼翼網(製窃)1

零
卜I

I
一l

ー

ロ
o
雪

篭
糞
婆

継艦鰹細唇摯攣(珊細)
L一

匡
d
。。
。う

巌
義

憬

麟

(

嚢
地

墜
興暫

へ
即

片
事
象
輿

璽
虞

(
。硬
練
)

榔

雲

紙



膿 俵=鴻 上角筆 ノ「ス クアロ、 ツベル 〃 リソ」ヲ「アンチゲ ソ」トセル結核補髄結合反応 ノ研 究 【第15巻

藩

庶
唖鎖1中ミト撫圏、蟹響鴇埜吟柊.曝騒属樹如騒唐.璽融ト損㎎卜

腔
荒
誕
.

野饗悪騒恥螢管↑拠.罵硬躯犀鴇課撰脚爬

国

。◎

●紐
播
餌
悪
騒
㌍密管.うト轄卓鴇F塁奉拠

口

O

・

ふ

承

撫薗.昏卜侭牽坦R購"鎖1鍛護,うト薬草ト銀卜監腱鰻.隠題--鎖
一和密魯.罵硬舶犀鰍量蒋頓

興

①

雌
鴇灘.麗摯へ轍罵硬-1遡舶奪.謡照星柊損

頃

。う

美唄「ミー冬R」餌騨捌÷＼蟹馨議題.講曇鞄蓼皆擢塁当歳

ロ

。。

ぺ峯馨萎深陥湛只頃

紐
誰
慧
.

隈驚㌍嵐魯.廻馨鵠ト9ぎ爬㎎。う

卜

溢
郎

撫臨

.
亀

卜

薬草＼遡馨"弟煙室些

曜

養

巽

鯉

山

-
寓

●

、

叩

O

」
-

と頃。o

ぺ
↓
鵬》総督陛揮拠

蟹

O

臨
趣
さ
霞条譲爆蘇↓損

ロ

O

牲
母
樹
寒
尽
韻頃コ

ふ
蝋
麗
ギ民博図躍置屋栽醤ざ劇震犀拠睡廻鰍還柊ロ自

諜
毯
蟹員

爬取9

譲国

梁
国
.鶴

田

蔑

ε
壌唄

一条

牒
田
屋
照星鰻.廻国鰍撰撫爬

ロ

。り

ぱ

溢

蚊

韓繁「〉」鍛露

出
O .

お

躍
O
.

d
㊤

図
O .

お

と
O .
O頃

霞
ゆ.

誘

ぎ.
。

糧
。.
・壷め

出
鴎

.
。◎
寸

図
O .

等

躍
O .

8

出
O .

8

寓
O .

誘
図
O .
。o
ゆ

出
ゆ

.
。o
O

寓
O .
①㊤

国
崎

.
σqO

と
O .
σq㊤

細

謹

OO

噂
.

oっ

OO

頃
.

oう

8め

.
●q

O
O
O .
oっ

O
O
oc

.
σ建

§.

信

8.
。q

O
O
ぬ

.
σQ

OO

oっ
.

eQ

O
O
①

.
e魂

OO

d
.

◎っ

OO

の
.

oう

O
Oゆ
.

oっ

OO

σQ
.

寸

O
Oσ魂
.

寸

OO

寸
.

oっ

Oゆ

O .
●●

一

噸

鯉

潰

＼
中

尉
慕

無

(
。。

練

)

雲

紙

i

一

(
冒)窺甦鎌髭柊鰻警騒"罫榊蛮鐘埜贔拠.鎖陰巣国養田養田壌拠興螂画展田髭共訳O鰹

鰹
農
」5

憂"
〉

渥
網取。。濫眠墜憾嬢雛「〉」誰選

一 (
潔
)

聖疑

轍置網唄.興螂圖

.曄『」塁損,蛮謎塁嘱疑蝋柊

ε

姦
濫

雛

ー-」

ーー

Il

l

l」「
i

…I

l

iI

-
11

(翼

慰)

匡-

寓臨趣墜瞑雲譲撰難蘇葉爬

頃

O

興蟻

聚
笹

課
塁
鰻閃。。一1

廻国鐸叙墳網爬.飯1と馴d>拠

㎎

①

眠

盲

域

擁

雛
「ム

」

篭

屋

寓
O .

等

霞
O .

躍

と
O .

蕊

出
O.

誘

と
O .

蕊
寓
O .
e遭鴎

と
O .

お

出
O .

お
と
O .

溶、

寓
O
.

e壷
め

躍
。o

.

溶

ー一図O
.

eQ
ゆ

と
O .

爲

個

調

O
O
O
.

祠

O
O
①

.
目

OO

O
.

U

O
O
9
.

oう

OO

①
.

e煙

O
Ooっ

.
eq

O
O
ゆ

.
e逮

OO

ゆ
.

e礎

0

8 .
e煙

OO

σ魂
.

eq

O
OO

.

eq

OO

卜
.

一

O
O頃

.
H

咽

壁

塗

鄭

榔

鄭

ト

ト

旺

区
0

-[

擢

区

擢

ト

ト

脚

鄭

離

ロ

十

十

‡

十

‡

一

1

一

1

1

瞳

1

1

十

‡

朗

調

十

十

十

十

‡

‡

‡

十

十

腰

送

起

倒

一

山

＼

㍗

ゆ寸

寸
ゆ

oう
め

ゆ
oっ

寸
U

◎O
oう

卜
㊤

㊤卜

㊤一L

"

1

↑

十

寸
円

σ辺
N

oっ
oっ

薯

蝉

oっi

一

判

↑

+

e魂
σQ

駆

群

丹

薬

穏

十
↑

±
判

↑
十

十
↑

±
料
↑
十

十

刊
↑
十

判

↑
十

刊
↑
十

刊
↑
十

刊

↑
十

1

↑

‡

十

↑
十

1

↑
十

響

虞

φ

雛

誰

澤

旦

匿

呈

呈
露

ξ
圏,

一
閲1

1

`
「

頃

9

頃
O

頃
卜

取。
二
頃

三

要

閃
ゆ

口

。。

㎎

玉

器

一

ロ
ト尊

懐
疑
環
麟墨堤埜漣屠(丹趣く)

ロ
ト。。
目

巌
憂

憬
継紙謎墨痕(圏 螺く)

(
任

継
く)

口

耳ゆ
巌
糞
焼
鱗軽輩謎謎塁

ロ
①
。魂
懐
鍾

螺麟総督露拠

(

喉
K)

」



、

843

第7號 】 俵 鵡 上購 ノ「ス 〃ア・、 ツベノレク リソ」ヲ「ア ンチゲソ」トセル徽 潮 齢 灰塵 ノ研 究

‡
↑

圭
十
↑

圭
‡
↑

圭
+

↑

主

li+
一‡

↑

圭
‡
↑

圭
‡
↑

圭
‡
↑

圭

‡

「
+
↑

主
+
↑

圭
‡
↑

圭

‡

葦
↑
圭
車
↑

圭圭

↑
圭
圭
↑

圭‡

↑
圭、

雲

隠

愈

葉

髄

澤

・

三
・

三

三

三
[「
・・

ぎ一
一
・

三

三
・

三

竃

頃

三

要
一

冨

=
・・

1

一

口

三
興

三

ξ

τ

三

器

ロ

お寸

巌
憂

惧
麟翼翼蓉螢唄禦軽爆警

鐘

展一(任醒ζ)

ロ
一
〇頃

巌
遜
媒
麟

}

遽

繹
頓

}

(
岳

置
く)

ロ
。。
O。。

巌
長

螺麟軽簗慧遽

警砦竪鎌建藁墨型塁(製顧)一

ロ
。Q
Φ
頃

譲
遜

螺
麟蝦鎖露嶺(岳選く)

一

、

、
即
宿
墨
禦
撫
無
輿
悪

感

(
寸
諌
)

櫨

雲

紙

一

謡嬰撫密旨鴇ト生
塵

拠
.

暫叢

梅
暦唐

麗
曖糎

鼻緒

渥
拠国9

ぺ
曝
鋒麺暮唐.渥躍鎖一議偽星羅懇親躯螺禦国里川蟄撫.一輪総和曹砦爲駿躯屠蘇壌頓

興

。。

雌

鴇遇

.
膿騒枢密暫く・卜撃軍量F露奉醤ロ9

参
卜機邊塗.質量屡貿瞳、名器怖"議整.怒田躯難壁.悪騒躯馨唐躯照篭ト鍵屋柊

只

。っ

麗
爺誕

.
認
翼撫蓼魯爺照葉鰻匝O邉

一1 一

症
籠
墨驕環躯牟鰍養鰻.輿望舶理餐報国塗輿脚孫譲頓田。。寝眠養紫蟹

一

眠

叢

紫

盟

ぺ
累紹、無璽螂O綿濫国O

う

ト

興
螂
襲
剛
堅
ミ承殴甦"窪一1露響へ菟桑田髭柊

賦

。っ

一

匡

渥頃9

屋

篠

曇賦。。

ふ

墨

型
和国O澄

霞継

盗
虞委譲蜜、遡塾鎚課農撫鰻.》蝋腰撃堅陣.寧螂囮曄箒『」渥拠惧

器
寝

総
灘

眠

溢
蚊

蝶

雛

N

篭

屋

寓
O
.

σ煙
¢

と
O
.

お

出
O .
Oゆ
t
l

O8

.
o●

呂
O .
①ゆ

ヨi

l

OO

り
.

OQ

と
O
.

O
ゆ

雷
O .
O
め

躍
ぬ.

誘

国
ゆ.

謎
》這

.

鴇

寓
ゆ.
。o
ゆ

と
c辺
.

ト
ぬ

倒

謳

08

.
oう

O
O
頃

.
oう

O
O
eo
.

σQ

OO

O .
寸

08

.
寸
一
〇
〇
〇

.
寸

一

OO

O .
寸

0

8
.

oう

嘱

腔

潰

樽

区

区

瞠

銚

ト

ト

陣

蔀

畔

垂

日

置
目

b

喧
口

離

ロ

覧

1

1

一

十

1

l
-

刊

十

十

1

1

一

1

一

朗

謹

1

璽

辛

辛

車

響

喚

起

倒

置

β

、

㍗

=

eq
一

卜

●壁
σQ

eq
N

O
c魂

O寸

寸
oう

o壷ゆ

でゆ

oり
il
l

一

封

↑
十

9-
1

刊

↑
+

り
一

o◎

O

駆

馳

丑

鐸

穏

1

↑

1一

1

▲1

8

1

判
↑
刊

刊
↑
刊

一

↑

‡

刊
↑

‡
十

↑

十

響

墜

φ

葉

調

悔

・
。

二

匿

量

里
国
・・

口

9

三

要
頃
め

頃
。。

頃
三
興
三

三

欝
頃

。。

(

贈

馨
)一,i

ロ

O
め
。。

巌

誉

蝶麟

旛
雛懇

望
曇(音盤く)

ロ

お
。っ

巌
遜

媒
麟

(
任

趣
く)

ロ
O
O
嶋

巌
憂
惧
懸紙裟塁爬

一

一

一

1勢卜

撫
圏
.

昏区膿墨経舷.警卜纏騒裟器鈴

張
欝幽

灘

ロ
O

鰹

う

ト

燦
闘
誰
↑塔.提蘇"蟹響鍛鐘.膿騒爬論纂損疑慰F拠艇ロ。。涙眼溢巽蟹

急
撃縫

目
O

懸
眠

蜜紫

檀

.N

朧
恥

曝壊.》承膿繁皿.鼻卜膿国難麟卜損.腰廻値[硬論粟M舞権馨曽.昏卜轄黒ト爬羅塑㌍埴蘇渥拠頃O

昏

卜

需
填
'マ

へ

縢車掌塁淵紙鰻昌。。.寒国鎖ζ屡薗M駈縫↑畏.逞猷蝸週密議餐.認嬰恥螢曽篭『」塁柊拠惚騒騒購潔F鰻頃。◎

腔
策鎖.隈騒麺密告.躯慰ト柊ロO

娯

霞

紫

盟



俵=鴻 上 氏 寺 ノ「ス 〃 ア ロ、 ツベ ル ク リノ」ヲ「ア ンチ ゲ ソ」トセル 結 核 補 髄 結 合 反 慮 ノ研 究 【第15巻4

出
O
.露

O
O
ゆ
.
●硫

擢＼卜
e辺

++
↑

‡

肺δ

d

鰭

の「肇

ゆ需
　輔。

‡σ壷
oう

ト十1

ト

圭

＼

d㊤

¢
ゆ

‡

↑

‡

++
↑

+
+
‡

↑
・++

匿

下

唇
E

9
呂

O
.
oっ
O

O
O
ゆ
.
寸

↑圭

と

8
.♂

一〇
〇
め
.寸

龍
灯

十1＼

起

呼
O

‡

↑

‡

+
+
▲「
++

躍

O
.
。っ
㊤

O
O
ゆ
.
寸

圭㊤
寸

‡
↑
‡

ロ

σ煙
寸
σ魂
巌

暑
燦
懸

紙
諮

暴
慢

(音
盤
く
)■

環

O

ζ

卜

【「
頃

匡

O
O
[
寒

憂
環
継

紙
経
塑
凝
望

郵

(
岳
醒
く
)

寓
O
.2

出
O
.8

。
。
卜
..魂
義

脳

＼o◎

十卜

+
↑

±

+
↑
+

=
玉

器

属

O
.
N
O

O
ゆ
oo

.
eq

＼oO

一十

↑
‡

取

卜

ロ
一
㊤
製
巌
憂

礁
麟

《
警

護
嶋

(
音
盤

く
)

留
め
.詫

O
O
り
.
eQ

1

陛

担
＼e辺

σ煙

十
↑

十

寓

。◎
.
蕊

O
O
ゆ
.
e建

1
工團‡

雲
。
二

霧

冨

O
.
O
ゆ

O
O
σう
.
σo

＼e壷
◎っ

十

↑

十

冨
O
.鉢

O
O
e壷
.
σ煙

十
一
〇っ

十
↑
‡

「三

【ヨ

寓

。◎
.
露

0
8

.
○吐

十Φ
Q逮十

四

。。

ロ
ト
ト
oう
嬢
§
環
弊

紙

鎧
鼠
柊
頓

へ
音
盤
ノ
へ
)

呂

ゆ
.$

O
O
oう
.
oう

＼

躍
O
.露

O
O
o◎

.
oっ

圭

冨
O
.B

O
O
oっ
.
o◎

置
目‡

筥

O
oう

コ
‡

↑
室

‡
一
生

+
↑
+

躍

O
.鵠

O
O
O
.
σQ

十舘
‡
↑
‡

只
。
二

[へ
三

雲

ニ
ョ

ロ

坤
O
oう
巌
遜
礁
継

紙
醤
露
親

書
置
く
)■

網

調

嘱

国

選
虞

K
倒
置

ム
、

㍗

駆

辞

任

恭

穏

題

屡
傘

耀

調

澤

廻

畑興卜膿和琴深紫♂卜喬鰹㍉承聖箋§ゆ.【。。羅謹奏ふ業報碁.鰹輩躯廻餐翠蓋斡鞄繋鯉堅尊話」護ぎ誓い.＼'寵凄恥ヰ照星決く

【
へ

①

(損

紙
口
置
)藤棚坦燦瞳懸罧-1軽ーポ承

購
羅
鍮鵜

F
塁
奉
侭
損
.

御厳壕"経1塁拠.髄姦懸緒貴寝鰻.廻響鍛F婁き拠明麗硬髄犀駅塁柊.緊置ボ樫鞭虫紫蟹頓頃。う

襲

鴇
餐

ざ

ト薬草--な選寵旨但紅要領ボ奉撃響L＼潔寵塁

=

①

…

襲
喬

熊
.

曝滋恥ぎ曹.薬草ムζ.廻嘗」冠＼寵長躯‡駕導く

霞

。う

昏

卜

嬢

闘雛園襲賑藩へ覗隠縫旺枳卜鴇整.課繋㌍騒皆鴇旨星羅拠《嘲伽繍蝿脈"燦雪垣"嘱憲鯉客引養鯉警醒.堅塁哩。q熱風蝦鎖司叢話壕要

項

①

偽

臥

撫
蟹
ぺ
姪

禦奨、服忌譲-ート塵鴇慧.塞蟹一1駅縁鯉塁橿ζ網

=

。う一一

識懇

難

瀦難

壁

画
"

欝
繧、N

.

窺[

窯恥

」

無
畏
陛

証
鴇
鎖
.

認
燵5鐸躯騒暫躯慰

一

頃

㊦

腔
鴇
鱗
.

駆引麺蝋鯉鴇田譲.論繋鰍塁鰻恥窺"誕-塁鰻

「一

【
「

。・

訳

溢

≦

盟

駆鰹

圖蟹田塗樽Uく.璽区鰍い三醤U張.駆螂雲ゴ撫レζ曼.亀iと

[「

こみ

雲
叢
紙
製
ミ自

記
素麺璽震選ξ.疑建窯塁ζ鰻.覆螂望展r【喜周患い.＼.自-冨

頃

。。

粒
母
劇

震昼姿.撫謎妄2さ{藻岩罷紺屋誓い《,ミ争詳密心誤辮西,と開演

=

O

i
l

l

-

1
」

1

一

慧

撃

齪

震

昼ζ.窺配賦ニミ甲.＼.自一霞

【
「

。うに

叢蕪

巨
田量窯置鰻.婁蓮翼ミぜ畢蘂▲綻.闘量噸銀星姿.麟塁砦副誓稲田渥鰻

【「

①

ざ釜

£
量[

頃

。っ

ー

ーー

I

ー
ト
r

ー

ー

ー

ー

噛難
讐
選
雛

粒

ξ一一震o 一

醤
母型罧尽.婆塁凄冨砦引蓮ε護曇

一.山iO

=

。う

齪

溢
蚊

嬢
雛
51

謡
鋸

皿…

蕊.

書
。.
・,

椙
。.
・,
ゆ

と

自ゆ一
出

自ゆ
と
嶋

.

凝

9
。c

.

溶

寓
o .

酬
2
一

幽幽

出
⑩

.

罵

i-
I

O

8
.

NIlート

寓
。っ

.

躬

＼
1一

＼

霞
O .
寸
10

図
。○

.

爲

》δ

.

鴇

寓
oQ
.

鷺

と
O .

詰
一,
I

l!

と
O .

錦

細

調

一
。。

R
・辺

一
。。

『
・建鄭

O
OO

.
σqーート
O
O
O .

N「-11,lIi弓[

一

一
-

一●一

60

◎う
.

oう

O
O
O .

oO

O
O
卜

.
σQ

ー
ー

i
匡

づO

寸 .
。っ

OO

ゆ
.

oう

O
O
ゆ .
oっ一1馳斡

OO

O
.

σ辺図-
OO

㊤
.

σ壷

ーー

1
竃

O
ゆ
寸 .
σq

一,
一躍

冨
一

.
寸
ゆ

一

一,

OO

一
.

σq

-
Iiε

O
Ooっ

.

σ硬

咽

胆

壌

一騙

創

　

脚

1
O
O
笥

.
6う[1

心i日∵
- ・

Ω

区
0

廓

臨

窟

b

麗

ロ

1

1

1

1

1

1

一

一

一

十

判

刊

刊

一

一

1

1

1

朗

調

＼

＼

＼

圭

‡

＼

十

＼

刊

＼

十

＼

刊

＼

＼

++

＼

十

＼

響
虞
起
倒
一
み

、

セ

噛

[

蕊
一

9

自

一

・・

卜
σ魂

寸
σ魂

oO
oっ

σq
oっ

O寸

一
ぬ

Oσ逮

三

㊤◎っ

㊤

〇
一

卜

o◎

ゆ

駆

帥

苦

薬

穏

ト

ト



845第7號 】 俵=鴻 上氏寺 ノ「スク:アロ、 ツペルツ リソ」ヲ「アノチゲ ソ」トセル結 核神髄結合反応 ノ研究

、‡

秦⊥
主
‡
↑
圭

‡
↑
+
±

マ

三

【;

…
【{
三

国

()夷

W7
ζ

哨謙
嫁

鑑

壽

屋

」ヤ

(
製

響

)

'巨

.罫
騒
躯

騒
皆

目

寓

O
.誘

一
一

.犀

L

‡
、謬

土

‡

一+
琉
峠
」
ゆ
ぼ

犀

縫
庄
牢

・目
崖

匪
淳

匡

一

‡

干

↑
圭

+
↑

±

‡

一+
↑
圭

+
↑
‡
「+
↑
圭

+
↑

主

響
墜
愈
離
調
催

=

。う

「「
嶋

=
韓

峯
メ
↓
蕉
軽

照
照墾
儀

=

。う

「δ
二

【;

=
ヨ

※

ζ

燦

盗

コ

,○
署

ζ

無

慾

《

馨

‡
属

望
、鄭
甲

鮮
碧

麿
『
一＼

(
裂
4

4

三

一
望

く

)

O
O
O
.
σq

医
心

頃

O

=

卜

【ε

ロ

幣鴨

=

①
⑦
。っ
※

曇

環

盗

(
烈
噸
)

に

ト

【欝

【
【
。う

=

二

。全
署

蚕

蕉

灘

R
⑦

【;

F
L
-

三

器

＼
叩

＼
翠

霞
翼
諦

音
響

屡

(
鴨
脚ご

照

頃
一
舐

=
ゆ
①
σ魂
駅

長
環
懸

紙
暴

悪
鰻

へ望

岬愚

I
L

日
-

O
寸

土
↑
‡

=

C
【

一一Il

!

ーー
1

I

I

」I

I

龍華

;

毫乳
量翻

最要

襲

箋【乙

聾

.

藝三

承零

墨
増

こ＼

.
罫

驚
鞄
醤
昏
眠葦

肇
一

屋
姿9【【。う

i
1̀

1㍉
聖,
.

-
1

襲

羨
望
.

鞄
ぎ
蚤
翠
葦

髪
へ
旨

照
星
損
"囚5塾冥麺暮蟹.(ζ環軍議」-5籟

「「

⑪

R

廻
国
霞
疑
整)

疑
塁
.

轟
曇
罧

薫
恥
‡課潰鰻.剛竃髄謎些剥曇『}言ξζ韻

ξ

〔h

ふ

奉

展望

(
う

ト

撃

翠
".

眠

盲

紫

鑓

'

ρ

舞
)

畠

一
{
)

O
目

1

-1
.4
1

11

-1翼翼鰍

量

柊山一O

【
「

一

薬

量

齎

蓮

葉

甲《

ζ

O

一
「

1-

1

薬

量

ミ

驚

蘇

暴
冠＼

興

。↑ーー層

藤
さ
轄
韓雛

湖
巨躯

塁

と
O .

露

冨
O.

誘

9

1
■一ll

と
O
.

㊤
ゆ一●lI

超
O
.

O
ゆ

と
O.

8

冨
O
.

O
㊤

一

ぎ.

8

と
O
.

お

,一

.ー

ー

ー
「

と
①.

お

∵i

一「

一」 「

ぎ
.

。魂
o一

周

趨「ーー

O
O
ゆ

.
eq

OO

め
.

oQ

O
Oゆ
.

N--Fl-lIlOO

寸
.

o辺一1

f一

-

一
「

l

i

-

1⊥

,

l

iI

一

9

毎

填

塁

区
0

罐
口

E

刊

刊

刊

ト

区

区

1;l

i+i+1!竃

こ ■

1＼… 区

議

口

十1

十寸
ゆ

惨

=
」-
一

+
+
↑

‡

+
+
李
1
‡

[
「

⑦

=

卜

十珠
隔

‡

↑
‡

巴

＼鱒

1十

＼豊

」

圭

↑
車

＼

㊤

十

圭
↑
辛

‡
↑
峯

=
;

=

oう
oO
oっ
糸

弍

環

驚

(
岳
墾

ノ
へ
)

ζ

。。

ロ

{二

度

《}

O
一

圭
↑
圭

響

輿

理
趣

一

み
N

セ

三

.
-
ρ
ー
ー

さ

瀞

五

薬

億

圭

↑
圭

圭
↑
圭

響

輿

車

驚

齪

澤

三

.・

頃

卜

【へ

ゆ

;_
択 一と』匪エ

o

`　 專

1妻1

曜

。う

帰.… 甕 凄

課 撃墜
♂ コヒ 驚蟄ミ咽壽《触

置雪ト屡≧§
渥疑薬害『軽籔 一晩勃
起實草塗認羅瞬=

=ミ ≦

1
㊤ と

駕 籠撃砦 審雲
量展望,驚 蓬
期 コ旨 管斜匝蔭

卜
く#く ト書落

一〆
蓄
蟹
叢
濃
敦

＼

電
垂

.荘
疑

暴

ζ 卜
唄{窯

.拳
拳 こ{

嵜…窪

目 曜 誉

ぼ

O

一

【【

ゆ

'z

「「

㊤

興
螂

圖
霞
ε
量
誓
い一＼

1

陰

ゆ

画一
ト

壌

董

踊
壁

,
へ[
ド
零

μ罫
＼
倒
へ咽三
劃

蓬

軍
へM三
重

'華

墨

&・℃

器

弩

毒

言

砦

ρ
(「
(・

筆

草

み

誓

=

の

_三 ミま 環.霞i章
『 冒r蓑 嘉二 「 ＼

,アげクソ なロ 　つ

済一碧 二怠 ミき蓬 トト
ζ ドぎ言き塁…塑繋

》ぎ 巻ぜ

稼 砦 ‡ …搾
も　り ヘ へ う

=ll百 …,禽 嘉
L=三 き 塁
す　　リ ナ 　ロ　けぴ
ヘド　 ヘ ロゴコ コ つい

ク

書置ゴミ考 ふ
ぞ 草地+

麗ζi更,書 …津
凌 ぐ…三昏砦諺

ミ ミコ,鋼郎.翼

廊ゴミ継 ミ製.
ゐ く米軍く踏 ミ調

ミ警{1L喬 曇
≒ζ量ζ艦碧コ

.二
一

)
一

「【

b
.

ト

㊤

=

①

一

実

。う

「

心
室

蟄

コ.塗

箸

漸

華
綴

目

C
一

霞

寸

壷 屋

91i醒

ll鎖 へ損

螺蝋細
。。攣艶 纒

㌣き回樺窯

親親ll}く嚢

虫

R

①

竃5ぎ 蔭

月=δ 砦 法
一・÷P己開 炉
キ 　ムの　ミ タらコ

課1.∫ 審 議

塁 、選 考ii≧
<寵 く 碧肛蓬

頃

ゆ 難
葉,う 寒疑
艇霧 卜a一

ゴ

達



俵=鴻 上 氏 寺 ノ「.スグ ア ロ、 ツ ベ ル ク リン」ヲ 「ア ンチ ゲ ソ」トセ ル結 核 補 髄 結 合 反 応 ノ研 究,[第15巻8

　

ふ承劇髄ん開催集爆口O

曝騒麺轡轡.撃卓鎚ト露奉匝怒田和製餐驕硬恥屠蘇量拠

国

守

蓬
鴇鎖

.
膿騒繍歯殉蜜曽♂卜渥草箒ト選奉柊霞①
橿

魚
纒髭

挫
.

膿
爆風紺舶餐曽.偽卜渥照--鎖1露奉拠ロ寸

品
§

姦霧

鎌馨

高
額
躯
廻
曇
・マ

需

硬㌍#課還爬.虞駆鞍鰹自警m巌須く

頃

O

怒
田

糎
廻
愚
'で悪騒繍融和螢皆昼卜帽卓鍛ト鑓屋拠㎎。。

卜

溢
郎

機提

酋
.

昏

卜渥翠朝ミ賦提蘇蛆鎖一難塁.亀卜轄草隠騒躯騒皆ト拠寵聚恥鴬蘇還拠頓興O

一紙

塗

薬

檀

興

O

霞
継
距喧.警齪崔課渥鰻

㎎

寸

山

l
O

哩

寸

ロ

O

壌塁

副経染場驚響扉柊鰻頃。う

照
寧
M

総蘇

髭
柊唄.誌母翻罧檸柊総督養坦和鞍ト柊

夢一

頃

①

齪
愚蚊

態雛

醒簑

躍
頃

.
c魂め

出
ゆ.

后

出
O .

鈷

寓
O .

鈷

富
O .

畠

寓
O .

詰

一

図
O .

8

躍
O .

δ

冨
O .

お

霞
O .

鵠

団
O .
oうゆ

輝

調

OO

寸
.

oっ

O
O
σq

.
oう

09

.
oっ

OO

oっ
.

e魂

O
O
㊤建

.
eQ

噸

襲

壌

0

樽

口

ト

ト

　

ト

鄭

Il
i
!

1

一i

郁

隷

鄭

鄭

牒

医

区

雛

ロ

ー

ー

刊

一

『
-

1

1

1

刊

1

十

十

1

引

朗

騨

＼

1

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

響
区
起

倒
一
ゐ

、

㍗

oo

eQ
d

OU

α○

,
1

O寸
‡
↑

‡

等

●Q㊤

O寸

◎O
oう

oo
寸

O
oう

e魂ゆ

尋
oう

σq卜

踏

辞

任

潔

穏

‡
↑

辛

＼

＼

‡
↑

圭

＼

＼

圭・

↑

圭

圭・

↑

圭・

＼
『

l

l
-

＼

圭　

↑
圭　

‡
↑
‡

十
↑

‡

響

匿

愈

繁

調

憧

興

三

・

卜

興

ゆ

頃

寸

・

。

で

ト
一

=
一

=

1

頃

O

頃

二

只

三

興

.・

宏
二
R

⑦

(
任

盤
ノへ
)

国
O
。う
㊤

懐
否

燦
翻転壊屋

(
卵
賦)

回

o
。。
寸

巌

ζ燦

麟 一

i

-
-

攣

纏

塁

(
音

盤
K)

ロ
。煙
幕

嶽
憂
燦
麟蜂総量

国

守
㊤

巌
憂
燦
麟総督鰻(任趣く)

ふ

奉

謝榊ん記湛興㊤

ひ
臥
輻卓鍛ト値㌍

樽驕翼壁奪F車蔑照星柊

頃

寸

隼

馨萎爆心醐
橿

口

㊤1一
鴨

粗
景
警
謎

羅
督
曹

鴇
担
題
達離

婁難

ロ

。。

ロ

ゆ

駆
引
和遜善稲田渥損

ぼ

。。

1

ーー

i

匝

寝ロ〇一
一

副

騨麺密皆目
燦『」養鰻一.隈驚…躯騒皆【・卜薬草ト鯉

口
①

荘
鴇
慧
農

【
賦

①

一トー

腔

爺
謎,含卜膿肇"麟車屋柊.怒田躯選書"寵『」農k.謎観穆療養謡蘇養鰻

頃

㏄一

L口

…

興

-
卜

襲
記
慧

ボ承渕熱論塁

蓬
鍛
慧騨田鮨迎膿騒和書

灘
難
駄
畷
騨

穀
驕
翼

壁
繧
惚
犀鰍

遣
損

噸
略

F
①

襲
篭
鐘
.

論騨躯螢魯.亀卜薬卑策ト露奉鰻.廻報如是曇疑鰍渥唄

頃

頃

国

富

≦

壇

」
1

と

窺墨照星拠鯉

口

寸

(一

-
国㎎9

藤

轡
寧鰹罧叫署↑頓興。。

「一

賜
区鰍塁紀

国
①

一

あ

愚
智
撃
堅陣画展『」塗樽鰻.麟醤婁国客引養田塁綻醤ざ潔黙屋鯉口9

-一

I

l

牲
ど劇震律格.

礁誼盲霞雲譲撰鑑塁侭頓糸鋸.山一呂

葭

。う

野

曝鎌屋誓.＼.山ーソ一興(二

ーミい羽

替
客
、ふ和肝癌石塊橿

口

①

髄津

蟹

罧犀柊.廻奥課養鰻.興螂国璽鴇£塁.興鰹魚掛蘇ト領

ロ

ゆ

齪

富

鉱

瞬雛判鴇塁

冨
ゆ

.
寸
鴫

寓
O .

喧

と
O .

鵠

出
O .

鴇

図
O .

蕊
と
寸

.
e煙ゆ

寓
O .

8

と
O
.

㊤め

と
O
.

。◎
㊤

寓
O .
。¢㊤

属
O
.

め
⑩

i

-

O
O
卜

.
oう

国
O
.

8

と
O
.

㊤
ゆ

と
O
.

㊤
め

藷

ε.
"・
ゆ

出
O .
㊤嶋

寓
O.

鵠

ーー

8
00

.
●っ

露
助.

露

冨
O .

欝

細

謹

、

OO

σ辺
.

●っ

OO

頃
.

●辺

O
O卜
.

eQ

O
O
卜

.
e壷

O
O
め

.
oう

OO

㊤
.

oっ

O
O
◎o

.

●q

OO

◎○
.

σ建

0

9
.

寸

OO

①
.

鶉

O
O卜

.
。っ

8
。う

.
。う

OO

◎○
.

e辺

O
O
㊤

.
σ電

一

i
擢

O
O
O .
寸

O
O㊤

.

oう

O
O
¢

.
oう

一

1
喧

堀

煙

量

暗

O

匪

0

置
目

置
目

日

医

丑

暗

日.lU

-1

擢

}

の

岳

日

擢

肇

国

1

1

1

1

1

1

1

一

一

1

l

l

1

1

暫

1

1

1

鶏

誰
-
1

‡

＼

十

十

＼

十

＼

＼

‡

＼

‡

‡

＼

十

十

＼

‡

＼

‡

遡
屡
起
倒
一

食
炉

oo

卜

自

雪

寸

寸

U
o◎

eQ寸

コ

寸祠

9

oっ

oo

Od

oO
oう

d
oう

一
〇っ

Ooっ

①
d

駆
職
長

奏
穏

'



847第7號 】 俵=鴻 上氏寺 ノ「スク アロ、 ツ ベル ク リン」ヲ「ア ソチグ ソ」トセル結 核補饅結合反応 ノ研究

荘
鴇
慧駆召恥媛そ疑課【三ξ驕硬殉‡量磁量蒋艇

頃

。う

荘
謡塁.恥蝋禦垢匿葉ゼ㌍廻旺鎖1露爬閃①

麗
寵
遇
米超禰詣恥密告F緯.鞄硬く謡£量柊週無毒躯餐善和凝望1露縛

目

。う

腔
喬
紺膿罎㌍騒魯㌍璽ト拠国卜

懲

卜

禦箋

＼

拠、響うト渥卓一1姻囲霞謡聖廟忌喬興醤轄鰻.無驚佃蓉営舎卜薬草鴇F渾頓興①

謎
龍

和黛く鑓淫塁拠栽.薬草ト頓興。う

ふ

承

埃
隻
含

卜準準坦唱R転＼遡彗津翼.冨繕旺鎖1躯馨砦;卜環軍器F塁き患

【
「

①

㍉承唄嗣皿箒星.認鱒喬樹廻馨停拠躯難壁昏卜薬草ト鰻.舶獣華墨Z養鰻罵硬船津黒塗柊唄

頃

。う

齪

盗

紫

盟

興
螂
囮
曄
ε農柊損.躯奥照渥腱口9

冨
謂
瞭

罫
、
ゐ

鴇訟鐘.敏妬堅箒罫鰻
"奉K蝦巨霞川然うm鵠緒濫鴇H塁頓興9

駆
螂
圖

馨」
譲
拠

^
一

l
O頃d

山

一
出頃㊤

山-

出雲d

養

母劇

震昼柊.駆螂国璽田貴柊,ミ争督螢へ義解」1出雲Φ

廻
奥照

星
拠
頓興螂国璽鍛圧渥拠出-冨眠。っ

訳

溢

蚊

嬢騨「N箒露

と
め.
0
10

寓
◎○

.
O頃

出
O .

お一
寓
O
.

。っ
嶋

冨
O
.

。っ
0

寓
O .
。つゆ

出
O.

誘

寓
O .

芯
寓
O
.

。建
㊤

冨
O
.

一
㊤

出
O .
。う
㊤

笛
O
.

㊤
め

呂
O.

菖

図
。◎

.

苫 、

出
O
.

㊤ゆ

出
O
.

。。
ゆ

出
O
.

。魂
め

因
め

.
eqゆ

出

£ .
。・ゆ

属
O
.

。う
頃

網

調

Oゆ

ト .
oっ

O
ゆ
め

.
oっ

OO

め
.

oっ

O
Oゆ
.

e逮

18

一
日

OO

め
.

σ煙

OO

oっ
.

e魂

8
00
.

σqlp一区

＼
O
O
oo

.
σQ

OO

①
.

e電

O
O
卜

.
oQ

OO

O
.

oう

O
O
Φ.
e辺

O
O
oO

.
e煙

O
OO
.

oっ

＼

＼

＼

＼

＼

噸

脳

漿

潰

肝

肝

擢

樽

区
口

ト

0

0

b

旺

0

区
0

喧

日

侮
日

区
日

区
0

擢

諸

国

1

1

刊

一

一

1

1

1

1

1

一

5

1

刊

刊

1

1

1

1

一

騙

調

＼

十

十

＼

圭

＼

‡

＼

＼

‡

辛

十

＼

‡

＼

＼

‡

＼

‡

十

響
曝
起

倒
一

玄
争

＼

eq

eq

の

eQd

oっ
d

寸d

O
e魂

ασQ

卜寸

㊤
oう

雲

臼

eq
c哩

一1‡
↑
‡

O
e魂

1

一
圭

oり

ゆ

ゆ

O

●り

」駆

諦甚

恭
聴

十
↑
‡

‡
↑
‡

‡
↑

‡
十

↑
十
刊

↑

十

十

↑
‡

十
↑

圭

十

‡
↑
‡

‡
↑

‡
圭・

↑

圭

十
↑
‡

‡
↑

‡

‡
↑
‡

圭
↑
圭
圭　

↑

圭

主
↑

圭

圭

螢
眠趣

醸
調
澤

匿
一

5

㎎

。う

口

9

取
三

三

三

器

ー

ーー

l

l

一

頃。

昔

三
・
卜

ー

ー

頃
⑦

ー

-
一2

-I
I

「
「

卜

㎎
頃

R
。う

旦

三
要
叩
ゆ

R

。。

(
馴
畑
)

ロ
。う
ゆ。う

寒
蚤

環
懸蝋驚麺凛翠駆

(
昏
置

く)

ロ
。。
N㊤

譲
遜

憬
麟艦鑓屋柊

(
仔

趣
く)

ロ
ト
。。
。。

巌
憂

恨
懸紙督塁柊

ロ

。う
。。
ゆ

課

長

憬

麟総督婁畏(別姻)

へ
任

醒

く)

=

暮
㊤

嶺
否

壌鰹逃葉婆餐塁

ミ
承
ム

題馨美唄昭寝叩卜

塁鵠

荘

.
荘繍鮨隠縫殉騒曹,》卜鯖卓量F露奉柊頃寸

偽

臥
嬢
塁
鰹
砿
最騒

応
当
蟹＼叙審醸ト緯鵠埜.怒田躯紺紙鵠組置柊鰻

匹

①

認
騒㌍密告ざト侭卓ト頓

興

め

一

1

軽

篭麟

.
鯉
鴇

塁

頃

①

llr鍾奥

繊雲

韓損

一
「

塞
翁
鎖
.

轟
嬰
舶餐皆置養鰻鰍塗樽

頃

ゆ

眠

霞

紫

盟「

自

-
寓国守

麟
翼
遵
団
肇
国
誓
E
塗
樽!ミ参替騒α1出O㎜寝

ロ

①

-lll
ll

ー

ー当量凄冨蕾田養

ε

塁

拠ユー寓

目

寸hi」

.条報国『」屋鴇鎌渥
頓

興

ゆ

眠
遠
蛙
嬢
雛
N
篭
屋

躍
O
.

①の

寓
O .

8

出
d
.

お

出
O .

お

寓
O
O
ゆ

冨
O .

お

と
。c

.
。◎の

図
O
.

。つ
ゆ

と
O
.

お

と
O
,

O
ゆ

冨
O .

お

と
。o

.

お一1

倒

調

O
O●っ

.
oっ

0

9
.

oう

OO

尉 .
oう

09

.
eq

O
O
寸

.
σ魂

O
Oゆ
.

●Q

OO

寸
.

●う

O
O
寸

.
●建

OO

O
.

寸

一

O
O
O
.

oう

O
O
oう

.
oe

OO

頃
.

o◎

鵡

鰹

撞

暗

区
0

樫
0

置
目

区

ト

区
日

区

0

ト

擢
OI

区
0

離

ロ

!

1

1

一

刊

判

刊

刊

刊

刊

刊

十

刊

題

詞

＼

圭

＼

＼

辛

＼

＼

圭

＼

‡

＼

圭

翔

喚

起

鋸

i
ム

N

セ

寸一

oo
一

＼

ゆ

oO

＼

O目

oq
d

eq

oり

◎り

eQ

駆

群

長

恭

穏

-

↑

十

刊

↑
‡

‡
↑
‡

1
▲T
I

一

I

l十↑十

＼

十
↑
十

‡
↑

‡

1
l̂

l

一1↑十

刊

↑
‡

‡
↑
‡

響

屡

φ

埋

調

憧

頃

卜

頃

ユ

・

寸

戻

。
二

項

①

ロ

。う

8

巌

否

環

麟

蝋

鑓

屋

鰻

IlIi
-i

㎎

・・
一

頃

卜

冨

ゆ

興

三

眠

①

頃

二

夫

め

1

ロ
。。
O。。

巌
遜

螺麟(卵細)

醤

竪

(
任

纒

く
)

(
音

盤

く
)

ロ
O。。
。。

巌
§

燦蝋

紙

遜
細腰

襲

撃

1

へ
卑
ミ

明
認
燵

11
蕪
雑
響
奥

(
O
轍
)

艦

9

熱



俵=鴻 上氏等 ノ「メクア ロ、 ツベルク リン」ヲ「ア ンチゲ ソ」トセル結核補髄結合反感 ノ研究 【第15巻8

匝

寝取O

壌

圖

国

守

瞑

①

壌撞

認蝋

量山」出

典

寸

(
但
蛭
曇
廻)ぺ碇豊麗翠嵐慎開演麗母冬博『」譲惧口O

駆螂

姦
計
ト
車
懸
損.耀母冬侭田渥拠

取

寸

訳

遂
蚊

態

雛

N

難

屋

寓
O
.

。o
ゆ

寓
O
.

①
め

冨
O
.

①
ゆ

昌
O.

8

＼

＼

＼

＼

と
O
.

O
寸

冨
e迎
.

㊤マ

冨
O .

等

踏
め.

等

細

謹

O
O
oっ

.
o◎

O
O
寸

.
寸

O
O
ゆ

.
寸

OO

寸
.

寸

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

噌

壁

塗

暗

日

0

日

騨

趣

階

蹄

ト

ト

ト

ト

勝

ロ

＼

＼

＼

＼

‡

十

‡

‡

刊

十

十

刊

朗

題

＼

＼

十

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

響

輿

起

倒

一
あ

N

セ

寸
σ辺

卜
d

寸目

＼

O
卜

σ壷
ゆ

O
oっ

e辺
㊤

①

㊤
一

㊤

●Q

駆

騨

丹

薬

穏

十

↑
十

十
↑

‡

圭　
↑

圭・

季

↑
圭　

刊
↑
十

＼

＼

十

↑
‡

十
↑
十

＼

＼

‡
↑
主」

題

虞

φ

塊

調

憧

興

①
一
・

卜

E

ユ

ξ
-一

印

一1

!
一

眠

三

雲
一

=
一

ξ

-

1
願

ll

一

潰

・

。
一

三

三

ユ

ξ

'

(
音

盤
〈〉

1!

1
0

ー
-

一

I
L

I-

i-
-

穗

雛

匝

O寸

。q

巌

長

螺麟最

匝
ゆ
尊

厳
遜

燦麟翼雛(脚線)

l

l一

ロ
O卜
⑩

巌
憂

燦
麟軽驚渥(製賦)

一

ぺ
製
驚

楽鎖ふ鰹聾鴇鐘.殉騒皆騨鰹細腰ふ鯛駆梅橿鵠↓轄寝鰻雫①

う

ト

禦薗景霊験蟹、覗昧織--誰F箆.殉蝋鯉稀田屋鰻.躯綴爺明屋寝柊頓興。っ

匝

寝霞①

荘繍幽悪縁殉客魯.廻響鍛旨塗屋綻.罵凄舶ヰ照葉拠報

国

ゆ

襲鴇鎖.解語銭

取

。う

輿
望

利廻く鴇田置網.諸騨椥騒魯.参卜渥轄」̀皿F中藍爬損口。う

癌

繍樹

膿

滋㌍螢巷.,卜憾轄鴇F鍵屋鰻取。。

腔
鴇

蘂
.

怒
田殉痴愚.縮瞳躯奪.諸騨梅蜜巷蘇渥換損

ロ

。っ

訳

盗

紫

盟

(
副
紙
墨
誰
1
)壊屋副経染場雛撒纂鯉

口

。う

隅
一

と窺奥照星柊

頓

興

ゆ

醤ざ

型
黙
屋柊.譲鐘萎懸匡田護照量頓興ニ

鰹
蟹
遵
国墾田誓『」護拠」1属

国

。う

山

-出叩
。う

漏

蝋
罐
撃
墜
μ圖匝田農拠損瞑。。

訳

室
温

擁

騨

国

難

塁

＼

＼

＼

＼

＼

寓
頃.

鵠

と
O .

露

寓
O .

蕊

団
O .

芯
,

i

臣

団
O.

鈷

寓
O.

畠

罵
O .

8
と
① .
。っ
O

冨
。○

.
◎つ
め

出
O.

総「

脚

韻

＼

＼

＼

＼

＼

0

9
.

oっ

OO

O
.

oっ

O
O
㊤

.
eq

OO

O .
寸

と
O
.

⑩
ゆ

薗 .
ド

鮭

ε
頃

.
。。

0

8
.

oう

OO

◎っ
.

oり

O
O。う

.
oう

OO

寸
.

oう

O
ゆ
O .
oっ

㌍

聰

壌

廓

鄭

窟i

I

十

鄭

旺

丑

時

9

暗

旺

区

肝

日

日

置
目

諸

口

‡

十.

十

ー
ロ一十

1

1

一

1

1

1

1

1

一

1

刊

鶏

調

＼

＼

＼

＼

‡

＼

‡

＼

十

十

＼

＼

＼
l

i

e煙
祠

‡

＼

響

屡

K

倒

一

ゐ

N

セ

◎◎
σ礎

尊

O頃

卜
◎っ

◎う

e建
e魂

り
一

＼

O
祠

吊"一

1

‡
↑
‡

d

㊤

O
目

寸

oり

緊

群

長

潔

穏

一

↑

圭　

＼

＼

↑

≠

＼

刊

↑
+

十
↑

‡

‡
↑
‡

刊
↑

‡

十

↑
十

‡

刊
↑
十

十

↑
十

料
↑

‡

‡
↑
‡

響

憾

φ

塊

調

澤

至

要
頃
頃

頃

。○

頃
三

三

要
頃

ゆ

・

三

需
i-
-
只
ゆ

ロ

。っ

頃

ユ

晋

只
め

眠
。う

(
脚線

)

ロ
①
卜
寸

橡
麺

燦麟軽雛撞

(
製

馨)

ロ
O
。Q
。。

巌
誉
燦
麟紙墨塁柊

国
O卜σ・巌

暑

環
緊蝋怒地腫華華(禦細)

募卜。・

係遜

愼麟艦超地峡襲
撃(馴細)

匝

奪総

高

篠懸紙墨塁畏(禦畑)

ロ
翠巌

憂
惧
懸紙鄭地層翼騨(音盤く)

、
即
ミ

亭
膿
騒

"
滅
尽
壇
憾

(
卜
練

)艦

黒

熱



849第7號 】 俵=鴻 上 氏 寺 ノ 「ス 〃ア ロ、 ツ ベル ク リ ン」ヲ「ア ンチ ゲ ソ」トセル 結 核 補 燈 結 合 反 磨 ノ研 究

十1卜
製

‡
↑
‡

一
胴

L
賛

一一一.

J.

へ

卜

置
O
震

巌
憂
惧
繁

喜

醒

く
)

eq
㊤

」

,

=

め

翼

禦

塁

十鋸i+

十
↑
十

一
「

1菖1十

圭
↑
圭

め
e煙

圭
↑
圭

d
eq

++
↑

‡

醤

憾

響

屡

4

管

ト

累

累
・

ぎ

一

結
昨
璽
需h
M華

≦
慕燵馳餐豊寵臣認毫躯ぎ皆r」【三P.嬰げ昏蒙:塁".＼

雲

⑦
il

i

I
一

恥理

曇寵臣監旗艦養鰻.疑響"鎖1鰻霞。。

(口

唇

埃
敏
11

挺.瞥卜壌望話罐傘窒拠.襲繍詣膿驚梅醤曽F損.躯螺鯉課養鰻"渥躯廻↑柊頓興⑦

1
一

!

ll

l
画
1

腔
巖
謎
.

謡曇寵展殖犀窯塁㌔＼.無縫禽龍恥暮曽.㌍窺ト頓興ゆ 一

.N

驕
郎

逼謹、週理経1鶴翼.認暴E葉侭綴ボ承禦撫繍緒.膿驚殉密告.昏卜撃郭ト明麗侵躯龍駕撰唄雫9

腔
稀
餐謡異和密旨鴇E農爬爬.船難蟄.昏卜薬草停損国守

齪

墜

≦

壇

ミ

《
R

"

碧ゼ"担遜ξ.々-姻伽羅罫製魚犠壌--[混・ム諜謎謎h蛮ん疎いく塞ξ

ぼ

⑦

一

1
ρ1

-

l

I

ド

ぢ
響
踊

椅

拠謹

ξ」lOぼ9

ー

ー1

;

駆奥窯量些.馨謎坦認鑓」-ζ引〉栽

頃

①

」
1

と興鰹圖雲『」

塁頓興ゆ

興螂

雲
掛
撒
ト柊.駆奥照葉損αi寓R9

臨
鐘

楼
震.条誤爆鑑渥爬.鍵鰹国璽出塁ζ疑奥鰍貴損山一出

口

寸

ゴ

距
靖

嬢

騨

N

鍛

髭

と
O
.

総

I
I
I

I
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モ ノ ト思 考 ス。

即 チ中等 以 上 陽性 二結 核 補 骸 結 合 反 磨 テ示 ス モ

ノハ、赤 血 球 沈 降 速 度 、8mm以 下 二於 テ約37

%、9mm→15mm二 於 テ約48%、16mm→25

mm二 於 テ57%、26mm→35mm二 於 テ46%

36mm→50mm二 於 テ約51%、50mm以 上 二

於 テ約53%テ 示 シ 最 強 度 陽性 者 ハ8mm以 下

約8%、9mm→15mm約14%、16mm→25

mm約10%、26mm→35mm約20%、36mm

→50mm約22%、50mm以 上約30%テ 示 シ、

第16表

最強度陽性者二於テ比較的赤血球沈降速度促進

セルモノ多キが如 シ。

結核補膿結合反磨 ノ連績的検査成績

4月 ヨリ10月 ノ間二於テ、74例 二就キ結核補

膿結合反慮 テ、2同 乃至5同 二亙 リ實施 シ、同

時二赤血球沈降速度測定、肺活量拉二禮重測定

テ行 ヒ、一部 ノマ ントー皮内反慮テ施行 シ、大

部分 二就 キ前、後 二於 テ胸部 「レ」線爲眞検査 テ

行 ヒ、一般臨躰所見 ト照合 シテ此間二於ケル具

禮的事實 テ把握 セント試 ミ、次 ノ如キ實験成績

結核補燈結合反慮陽性度ノ愛化 ト病勢ノ攣化 トノ關係

謀 恢復 不 攣 堆 悪 計 恢 復 率

不

墾

陰 性 或 ハ 弱 陽 性24 5
一 時 培悪(1)

0
30 80.〇 十8.15%一

中 等 度 陽 性6 4 1 11 54.5±20.32%

強 陽 性2 5 2 9 22.2±31,22%

陽 性 度 次 第 二 減 弱13 1 死 前(2) 16 死 前 塘 悪 ヲ除 ク
92.8±22.72%

陽 性 度 次 第 二 」曾 強1 2 3 6 16.6±37.1%

陽 性 度 不 定1 1 1 3

計47 17 10 74 63.5+7.00%
i

械 復奉 ハ例数少 キ爲、統計的 二有 意義 ナル設明 ヲナス能 ノ・ズ、正確 ナル剃断 ヲ加 フル爲 ニノ・更二多数 ノ實

験 例 ヲ必要 トス ベジ。一時墳悪 トアル ・・以前 ヨ リア リシ右胸膜 炎二再 ビ多量 ノ滲 出液瀦 溜 ヲ來 セル モ ノ

テ得 タ リ。24例 、 病 状 二攣 化 ナ キモ ノ5例 、増 悪 セル モ ノ

第17表 結核補饅結 合反慮 ト赤血球 沈降 ナ ク、一 時檜 悪 セル モ ノ1例 テ認 人 結 核 補 膿 結

速 度 ノ縫 績的襯察 二於ケル相 互關係 合 反 慮 陽 性 度終 始 著 シ ク強 カ リシモ ノ9例 中
、

渋
終 始 弱 陽 性
叉 ハ 陰 性

終始強度陽性

減 少

加

陰 性 「ア ネル ギ
・一」トナ γル モ ノ

計

著髪 ナ
キモ ノ

19

14

10

3

1

47

墳加

1

1

0

1

1

4

減少

9

6

3

1

0

19

計

29

11

13

5

2

71

74例 中K.R不 定 ナ リシ3例 及 ビ途 中 二於

テ滲 出性胸膜 炎 ヲ蛋症 セル1例 ヲ除外 セ リ

即 チ、 結 核 補 髄 結 合 反 慮 終 始 陰 性 、 或 ハ弱 陽 姓

ナ リ シ結 核 性 疾 患30例 中 、 候 復 二 向 ヘ ル モ ノ

恢 復2例 、 不攣5例 、 増 悪2例 。 終 始 中等 度 陽

性 ナ リシモ ノ11例 中、恢 復6例 、不 攣4例 、檜

悪1例 ナ リ。 陽 性 度次 第 二 減 弱 セ ル モ ノ16例

中、 恢 復13例 、 死 亡 前減 弱2例 、 不 攣1例 テ

示 シ、 陽 性 度次 第 二檜 加 セル6例 ハ、 帳 復 二向

ヘ ル モ ノ1例
、不 攣2例 、檜 悪3例 ナ リ.陽 性

度 一 時檜 加 シ、 再 ビ減 少 セル1例 ハ、 之 二相 當

スル 臨躰 的攣 化 ラ認 メズ
。 次 第 二快 方 二赴 キ、

陽 性 度 一時 減 少 シ、 再 ビ檜 加 セル2例 中、1例

ハ 特 二臨躰 的所 見 ト關 係 テ見 出 シ得 ズ
、 一 例 ハ

ー 時重 篤 二陥 リ
、 再 ビ核i復 セル モ ノニ シテ、 陰

性 「アネ ル ギー 」ガ絶 封 死 ノ表 徴 ナ ラザ ル適 例 ト

コ匡 フ ベ シ。

赤血球沈降速度反慮 ノ攣化 トノ間ニハ特二關係
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テ認 メ得 ザ リキ。

之 テ要 スル ニ観 察 期 間 極 メ テ短 カ カ リ シ爲t大

多 数 二於 テ著 明 ナ ル攣 化 テ見 ル能 ハザ リ シモ、

結 核 補 禮 結 合 反 慮 テ連 絡 的 二検 査 シ其 沿 長 テ観

察 ス ル トキ ハ、 結 核 性 疾 患 ノ豫 後 テ トス ル上 二

於 テ、 重 要 ナル 参 考 的 知 見 テ得 ラル ・モ ノナ ル

テ認 メ タ リ。 サ レ ド例 撒 術 少 キ爲1統 計 的 二明

言 スル ラ得 ザ リキ。

抗 禮 吸 収 ニ ヨ ノレ鑑 別 法

本 法 ハ 二様 ノ目的 二向 ツ テ使 用 セ ラル。 第 一一ハ

徽 毒 血 清 二封 ス ル類 屡 反 応 ノ鑑 別 ニ シテ、 第 二

ハ外 観 上 ノ健 康 者 二於 ケル結 核 補禮 結 合反 磨 ノ

特 異 性 反 慮 ナ リヤ1非 特 異 性 反 慮 ナ リヤ ノ判 定

二使 用 セ ラ ル ・ナ リ.抗 膿 吸 牧 ナ ル 方 法 ハ

Ehrlich,MorgenrotCastellani氏 等 二依 ツ テ

創 始 セ ラ レタ ル モ ノ ニ シテ、 近 時Witebsky

u.Klingenstein氏 等 ハG.1.Farbindustrie

ノ乾 燥 結 核 菌粉 末 テ吸 著 元 ト シテ結 核 ノ抗 禮 テ

完 全 二除 去 シ、 又 牛 心 「エ キ ス」ノ乾 燥 シタル モ

ノテ徽 毒 血 清 二吸 著 セ シ ム ル コ トニ ヨ リエ 氏

反 慮 物 質 ヲ完 全 二除 去 シタ リ。 鴻 上 博 士 ハS.T

菌 ニ ョ リ吸 牧 試 験 テ行 ヒ優 秀 ニ シテ完 全 ナル成

績 テ得 ラ レ タ リ、余 ハS.T菌 ラ用 ヒ鴻 上氏 法 ニ

ョ リ臨 休 的 二健 康 ト思 ハル ・者 ノ結 核 神 髄 結 合

反 磨 陽 性 血 清19例 、 陰 性 血 清2例 、 微 意陽 性

血 清3例 二就 キ抗 膿 吸牧 テ行 ヒ満 足 スベ キ結 果

ラ得 タリ。

1.實 験方法

吸著元 タル乾燥S.T菌 粉末ハ悉 ク之 ラ鴻上博士

ヨリ分與サレタルモ ノテ用 ヒタルモ、以下簡輩

二其製法 テ記述 スルニ、先ヅS.T菌 株 テRoux

氏「コルベ ン」内「グリセリン」肉汁二5日 間培養

セルモ ノヲ、撮氏100度 漁熱30分 間滅菌 シ、菌

禮 ノミテ濾別ス。之テ乳鉢 ニテ細挫 シ、水ニテ

洗 ヒ、遠心沈澱 シ、4,5同 此操作 テ繰返ヘ シタ

ル後、菌艦 ノミラ取 り囁氏90度 ノ乾熱器 ニテ

乾燥 セシメタル後、更二硫酸乾燥器 内ニテ完全

二乾燥 セ シメ、乳鉢 ニテ充分細挫 シS.T菌 乾燥

粉末 トシテ貯蔵 ス。

吸著試験實施 二當 リテハ、乳鉢内二被検血清1

cc二封 シ乾燥粉末菌5mg位 ノ割二加へ、瑠璃

乳鉢ニテ菌粉 テ磨細 シ、抗禮吸著 テ容易ナラシ

ムr斯 クシテ得 タル血清菌浮游液 テ遠心沈澱管

二人 レ、 囁氏37度 重湯煎 二1時 間乃至1時 間

牛措置 ス、此間15分 毎 二沈澱管 テヨク振盈 シ

テ内容 ノ混和 テ計ル、重湯煎 内所定時間後、1

分間3000同 遠心沈澱30分 間行 ヒ上清血清 ラ採

取 シ試験 二供 ス。叉吸牧 ラ完了 シタル血清二就

キ直 二結核補禮結合反慮 テ行ハザル場合 二於 テ

モ、血清ハ菌膿 ト分離 シ保存 シ置クモ ノトス。

2,實 験成績

即 チ看護科勤務員らシテ結核神燈結合反応 ノ陽

:第18表S.T菌 末 ニヨル抗髄 吸牧實験 成績

氏 名1制定㈱

直 後

翌 朝

　1直 後

一r
翌 朝

直 後

翌 朝

廃 置

吸 牧

無虜置

吸 牧

無慮置

吸 牧

無庫置

吸 牧

無虎置

吸 牧

無塵置

吸 取

無慮置

1×

十

帯

±

什

柵

柵

柵

柵

2×

±

什

柵

十

y十 十

4×

±

±

±

8×

十 一

16× 32× 判定

十 一

十

±

十

十

十

十

十

W
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一吸

十十置無
直 後

一

十三
吸 牧

十 一十置無
翌、 朝

±一一±吸

一帯柵

一一±

無虜置

吸 牧

直 後

什一一十十措置無
翌 朝

十 一

十十

一十吸 牧

一一±柵置無

一一吸

十±十十十置無

後

一
朝

直

一
翌

一

十

一

±±柵

十一±±十

十十

吸 牧

無廃置

吸 取

無慮置

吸 牧

直 後

翌 朝

十什鼎置無
直 後

士±吸 収

十

三一
一一十措置無

一

一十

翌 朝

一什柵

一
二

一

十十±帯

十十十

十±什帯

士一±

吸 収

無廃置

吸 牧

無塵置

吸 牧

無麗麗

吸 牧

直 後

翌 朝

十±十十置無

直 後

翌 朝

二
十 〇十

柵帯柵

吸 収

置無
直 後

±±吸 取

替

十 一

十

一

冊冊置無
翌 朝

±十

二柵柵柵

±

柵什

±
『

吸 牧

無虜置

吸 取

直 後

置無
翌 朝

±±±±吸 収

冊柵±柵冊柵措置無
直 後

吸 牧

什器珊珊置無
翌 朝

十柵

±「±

十十十十冊

十十十惜

什±柵帯柵

吸 牧

無塵置

吸 牧

無塵置

吸 牧

無虞置

直 後

翌 朝

直 後

'
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、

翌 朝
吸 牧 十一 十 一 一 一 一 一 一 ± 十 一 一

無慮置 柵 冊 十 十 ± 一 一 朴 一

直 後
吸 取 一 一 一 一 一 一一 一 一 一

無塵置 什 柵 柵 ±
一 一 一 什 一

翌 朝
吸 」攻 一 一 「 一 一 一 一 一 一

無虜置 ± 十 軒 一 一 一 一 卦 一

咽

直 後
吸 敢 一 一 一 一 一 一 一 一 一

無慮置 ± 什 帯 ± 一 一 一 什 一

翌 朝
吸 牧 一 一 一 一 一 一 一 一 一

無慮置 一 一 一 一 一 一 一 一
マ

直 後
吸 牧 一 一 一 一 一 一 一 一 一

無虜置 柵 柵 相 柵 督 ± 一 柵 一

翌:朝
吸 敢 一 一 一 一 一 一 一 一 一

無虜置 十十 十 一 一 一 一 一 十 一

一 一

直 後
吸 敢 一 一 一 一 一 一 一 一 一

無塵置 十 十 十 一 一 一 一 十 一

翌 朝
吸 牧 一 一 一 一 一 一 一 一 一

無虜置 ± 一 一 一 一 一 一 ± 一

直 後
吸 牧 十 一 一 一 一 一 一 十 一 一

無虜置 柵 十 , 十十 督 什 一 一 帯 一

翌 朝
吸 牧5

無塵置1

徴 毒 陽 性 血 清 成 績

氏 名 齪 馴 虜 副1× 2×i4× 8×116×132× 判 劇w
直 後

吸 牧 什 十十 ± 一 一 一 一 十 十

無虜置 柵 帯 帯 柵 一 一 一 骨 十

翌 朝
吸 取 十 十 ± 一 一 一 一 十 十

無超置 柵 柵 柵 什 一 一 一 什 十

直 後
吸 取 柵 柵 柵 帯 什 什 十 柵 帯

無麗置 柵 帯 柵 柵 柵 惜 一 柵 柵

翌 朝
吸 敢 柵 柵 帯 十 十 十 十 柵 柵

無麸置 冊 柵 冊 冊 冊 柵 一 柵 帯一 一

直 後
吸 牧 帯 柵 柵 柵 柵 柵 柵 器 帯

無虜置 柵 惜 柵 柵 柵 柵 柵 柵 柵

翌 朝
吸 攻 珊 柵 冊 冊 柵 十 一 柵 柵

無虜置 柵 冊 冊 柵 柵 柵 一 冊 帯

抗艦 ノ存在テ示 セルモ ノナルベ シ。叉結核補禮

結合反慮 ノ陰性血清二例 二於 テハ何 レモ抗罷吸

牧腿置テ加 フルコトニヨリ被検血清 二却 ツテ自

家抑制テ惹起 セシムルガ 如キ現象 テ認 メザ リ.

キ 。

性 ナル者 ノ抗農ハ何 レモ殆 ンビ完全 二吸牧 セラ

レタルテ以 テ、弦 二示サ レタル補膿非働 ハS.丁

菌 二封 シ特異性ナリト断言 シ得可 ク、余 ノ實験

シタル少撒 ノ徽 毒血清二於 テモ輕度 ノ陽陞度減

弱 テ見タルモ ノアルへS.T菌 二封 スル特異性

絡括拉二考案
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1.一 般 成 績 二就 テ、A.Schminckeノ 謂 フ如

ク「ア レル ギー」テバ個 盟 ガ細 菌 トノ間 二構 成 ス

ルカ ノ状 態 トシ テ概 括 的 二見 ル ナ ラバ、 結 核 特

異 性 ナ ル各 種 ノ現 象 ハ何 レモ 「ア レル ギー 」ノー

表 現 邑 シテ、 熊 谷 教 授 ノ謂 ハ ル ・如 ク、 結 核 補

禮 結 合 反 磨 ハ、 禮 液 「ア レル ギー」ナ ル言 葉 テ以

テ表 現 サ ル ・ハ當 然 ナ ル ベ シ。

Bieling,Schmincke等 ノ 掲逸 學 派 ニ ヨ レバ、

個 禮 二結 核 菌 ノ侵 入 スル ヤ、舷 二各種 ノ抗 禮 テ

生 ジ、殺 菌作 用 行 ハ レツ ・、 一 面個 膿 ハ感 作 セ

ラ レテ 過 敏 ト ナ リ 毒 素 過 敏 性 相Giftempfin-

dlichkeitsphaseラ 呈 シ、 ツfデ 時 ノ 経 過 ト

共 二毒 素過 敏 性相 ハ次 第 二減 退 シ毒素 ハ禮 細 胞

ニ ヨ リ無 毒 、無 刺 戟 ナル モ ノニ分解 サ レ、 毒 素

過 敏 性相 ニ ョ リ惹起 セ ラ レタル憂 化 廣 範 ナ ル乾

酪 化 、 軟 化 、病 竈 周 園浸 潤 、病 竈 周 園 出血 、 肺

門 加 答 見 、血 管 内皮 結 節、剥 離 性 肺 炎等 ハ檜 殖 性

反 磨 ニ ヨ リ置 換 セ ラ レ個 燈 ハGiftfestigkeits-

Phase抗 煮 性 相 、 トナ リ來 ル。 然 レ共 、 コ ノ置

換 ハ恒 久 的 ナル モ ノニ非 ズ シテ、個 罷 ハ、個 禮

ト細 菌 トノ間 二於 ケ ル 力 學 的 均 衡 ノ 攣 轄 ニ ヨ

リ或 ハ毒 素 過 敏 性 ナル然 態 二、 或 ハ毒 素 不 感 性

ナ ル状 態 二攣 化 ス。 弦 二於 テ、 結 核 二起 因 スル

各 種 ノ現 象或 ハ反 磨 ハ、個 禮 ガ此 雨 相 ノ協 調 的

作 用 ニ ヨ リ支 持 セ ラル ・各 瞬 間 ニ オ ケ ル現 象 、

或 ハ及 慮 ト考 へ得 ベ シ。 之 二封 シー般 臨躰 家 ノ

陥 リツ ・アル誤 謬 テバAlbert(36)ハE欠 ノ如 ク指

摘 セ リ。 即 チ氏 ハ ニ ユ ー トンガ、 引 力 ノ法 則 テ

設 明 ス ル ニ當 リ、 「物 禮 ノ落 下 スル 事 實 ガ 宛 毛

地 球 ノ中 心 二引 力 ガ アル カ ノ如 ク見 手 シ故 二、

弦 二引 力 ナル語 テ用 ヒタ リ。」ト謂 ヘ ル言 葉 テ引

用 シ、 「ア レル ギ ー」、発 疫 等 モ之 ト同檬 ニ シテ、

是 等 ノ現 象 ハ再 活動 トカ、 病 竈 反 庶 トカ ニ封 シ

テ ノ随 件 現 象 トハ 見倣 シ得 テモ 、決 シテ原 因 一

ハ 非 ズ。 之 テ 目的 論 的 二考 へ宛 モ是 等 ノ現 象 ガ

結 核 病 竈 二起 ル現 象 ノ原 因 ナ ル如 ク思 惟 シ、 過

敏 性 「ア レル ギ ー」ガ滲 出 性 病 攣 テ、免 疫 性 「ア レ

ル ギー」ガ檜 殖 性 病 憂 ラ起 ス 原 因 ノ 如 ク考 フル

ノ、過 リナ リ ト謂 ヘ リ.從 ツ テ結 核補 髄結 合 反 慮

其 他 ノ比較 的 軍 純 ナル特 異 性 反 鷹 ト、 複 雑 極 マ

ル要 約 ノ髪 化 即 チ、 個 罷 ノ先 天 性 蛇 二後 天 性 免

疫 膿 質、 侵 襲 セル結 核 菌 ノ毒 力、 環 境 ノ如 何 等

_ヨ リ左 右 セ ラル ・個 膿 ノ豫 後 トノ間 二於 テ全

面 的 直 接 關 係 テ認 メ得 ズ トスル モ、 理 論 的 ニ ハ

寧 ロ當 然 ニ シテ、 斯 ル所 二強 テ全 面 的 直 接 關 係

ヲ見 出 サ ン ト努 力 ス ル ノ・、 宛 モ木 二縁 リテ魚 テ

求 ム ル ノ類 ナル ベ シ.從 來 、 個 禮 ノ豫 後 テ簡 軍

二明 示 シ得 ル血 清或 ハ其 他 ノ反 慮 テ求 ノ ン トシ

テ、斯 ル特 異 性 反 慮 テ追 及 シ改 良 二努 メ ツ ・ア

ル歌 態 ナ ル ガ、 一 歩 退 キ テ考 フ ー ル吾 人 ガ欲 ス

ル如 キ反 磨 ノ存 在 スベ キ謂 レナ シ トモ思 考 サ ル

ル ナ リ.從 ツ テ今 、結 核 、 補 禮 結 合 反 癒 ガ個 膣

ノ豫 後 ト全 面 的 直接 關係 テ有 セズ トモ、 之 テ以

テ ノ ミ結核 補 艦 結 合 反 磨 ノ臨 躰 償 値 特 二劣 レル

ガ如 ク謂 フ ハ過 リナ リ。 結 核 補 髄 結 合 反 慮 ガ嚴

タ ル結核 特 異 性 ラ有 スル 以 上 、 此 反 磨 テ追 及 ス

ル コ トニ ヨ リ、結 核 ト個 禮 ノ雫 圖 ノ機 微 テ窺 ヒ、

他 ノ反 磨 、 或 ハ検 査 ニ ヨ リテ知 ル能 ハ ザ ル事 實

ラ把 握 セ ン ト企 圖 スル ガ 最 モ 妥 當 ナ ル ベ キ ナ

リ。 斯 ル観 念 ノ上 二立 チ テ鴻 上 氏S.Trア ンチ

ゲ ン」ニ ヨル結 核 補 艦 結 合 反 磨 テ 観 察 シテ得 タ

ル今 日 ノ成績 ハ、 此 ノ間 ノ機 微 二 關 シー ツ示 唆

ラ與 ヘ タ リ ト思 考 セ ラル。

從 來登 表 サ レタル 「ア ンチ ゲ ン」バー 般 二臨 躰 的

活動 性結 核 二陽 性 卒 高 キ モ ノハ、 健 康 者 ニ モ多

籔 ノ陽 性者 テ認 メ ラル ・ガ例 一 シテ、 コハ ー 見

其 「ア ンチ ゲ ン」ノ特 異 性 テ 疑 ハ ル ・原 因 トナ

ル。 叉 ・ 一 面 「ア ンチゲ ン」一 ヨ リテ ハ
、 臨 躰 的

活 動 性 結 核 二陽 性 傘極 メテ高 キニ拘 ラズ 非 結 核

ト認 メ ラル ・モ ノニ殆 ド零 二近 キ陽 性 卒 テ示 ス

ト言 フモ ノ ア リ。 然 レ共 コハ健 康 者 二結 核 補 膿

結 合 反 慮陰 性 ナ リ ト報 告 シ 自己 ノ創 製 セ ル 「ア

ンチ ゲ ンJ・ノ特 異 性 テ推 奨 スル人 々 ガ、健 康者 ラ

バ 如何 ナル標 準 ニ ヨ リ取 扱 ヒタ ル カ ニ重 大 ナ ル

關係 ラ有 ス。 胸 部X線 爲 眞 検 索 、 赤 血 球 沈 降 反

慮 既 往 症 鵬 家 族歴 、環 境 、等 々 テバ 嚴 密 二調 査

シ結 核 トノ關係 テ否 定 シテ得 タル モ ノニ結 核 補

麟 合 反 庶 ガ100%陰 陞 ナ リ トスル モ ノ ト
、 軍
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ニ ー 般 ノ病 識 ナ ク 日常 勤 務 シツ ・アル者 テ他 ノ

ー切 ノ臨 躰 的診 断 法 ト無 關 係 二所 謂 健 康 者 トシ

テ取 扱 ヒ、結 核補 膿 結 合 反 慮 テ行 ヒ其 陽性 率 テ

報 告 セ ル成 績 トハ根 本 的 二比較 ス ル テ得 ズ。 余

ノ實 験 二於 テー 般 健 康 兵 員 二於 ケル陽 性 者 ハ何

レモS.T菌 膣 ニ ヨル呼 牧 試 験 ニ ヨ リ其 補 膿 結 合

性抗 禮 テ吸 牧 サ ル ・モ ノニ シテ紗 ク トモS.T菌

二封 シテハ 嚴 タ ル特 異 性 反 慮 ナ リ。 先 進 諸 家 ノ

業 績 ニ ヨ レ バ 臨 躰 的 活動 性結 核 一 陽 性 卒 高 キ

「ア ンチ ゲ ン」ハ所 謂 一 般 外 観 的 健 康 者 ニモ高 キ

陽 性 卒 テ示 シ來 ル モ ノニ テ、 其 間 ノ事 情 ハ、 徽

毒 陽 性 血 清 二封 スル類 属 反 慮 ノ關係 ト極 ノテ ヨ

ク相 似 セ ル所 ア リ。 即 チ臨 躰 的 活動 性結 核 二封

ス ル陽 性 率 ノ僅 少 ナ ル上 昇 二封 シ、徽 毒 二封 ス

ル類 属 反 鷹 ハ 急 劇 二 充縢 シ來 リ、 結 核 二封 シ

100%陽 性 トナ レバ 徽 毒 二封 シテ モ100%陽 性

トナ リ、結 核 二封 シ50%程 度 ノ陽 性率 ヲ有 ス ル

者 ハ徽 毒 二封 シテハ100%陰 性。結 核 二封 シ70

-80%ノ 陽 性 傘 テ有 スル 者 ハ 徽 毒 二封 シ20-

30%ノ 陽 性率 テ示 ス。斯 ル現 象 ハ既 二鴻 ヒ博 士

ノ報 告 サ レタ ル虎 ニ シテ、 之 ト同様 二健 康 者或

ハ非 結 核 性 疾 患 二於 ケ ル陽 性 率 モ、 臨 躰 的 活 動

性 結 核 二封 ス ル陽 性 傘 ガ増 加 スル ニ從 ヒ、 之 二

比例 セ ズ、寧 ロ急 劇 二増 加 シ來 ル如 シ。 然 シテ

此 關係 ハ第9表 二示 シ タル如 ク各 種 ノ基 準 ニ ヨ

リ行 ヒタ ル判 定 成 績 テ検 討 スル コ トニ ヨ リ観 察

シ得 ラル ・塵 ニ シテ、 前 述 セル如 ク第二 次 系 直

後 ノ判 定 ト、 翌 朝 沈 澱 セル血 球 ニ ヨ リ行 ヒタル

刹 定 ト ノ間 二認 メ ラル ・陽 性 度 ノ相 違 ハ、 理 論

的 二補 艦 結 合 素 ガ補 禮 トノ結 合 二於 テ密 ナ リ シ

ヤ粗 ナ リ シヤ テ示 ス ト考 ヘ ラル ・故 二、 此観 念

ノ上 二立 チ、 第9表 二示 シタ ル各種 ノ判 定標 準

ニ ョル成 績 テ観 察 ス レバ 、 是 等 ノ相 異 ナ レル陽

性 卒 テ示 ス各 成 績 ハ、 補 膿 結 合 素 ノ量 ノ ミナ ラ

ズ、 質 的 ノ關係 テ示 セル モ ノ ト解 シ得 べ 久 余

ノ第9表A示 サ ル ・各 種 ノ成 績 ハ、 一 定 セル判

定 規 準 ニ ヨ リ能 動 力 異 ル各 種 ノ「ア ンチ ゲ ン」テ

使 用 シ得 タ ル成 績 ト相 似 的 二考 へ得 ベ シ。 即 チ

直後 判 定(一 ♪ノモ ノ ノ ミテ陰 性 トセ ル成 績 ハ、、

最 強 度 ノ能 動 力 テ有 ス ル 「ア ンチ ゲ ン」テ使 用 セ

ル場 合 ニ シテ、以 下 之 ヨ リ能 動 力 劣 ル各 種 ノ 「ア

ンチ ゲ ン」テ使 用 セ ル成 績 ト見倣 シ、此考 ヘ ノ下

二先 進 諸 家 ニ ヨ リ叢 表 セ ラ レタル、各 種 ノ 「ア ン

チ ゲ ン」ニ ヨル成 績 ト、今 同 余 ノ實 験 ニ ヨル成 績

トテ比 較 シ、極 メ テ興 味深 キ ヲ豊 エ タ リ。(第1

表 蓼 照)

2、 直後 判 定 ト翌 朝 判 定 トノ間 二大 差 アル モ ノ

ニ就 テ。

弦 二注 意 スベ キ ハ直後 判 定 ト翌 朝 血 球 沈 澱 ニ ョ

リテ行 フ判 定 トノ間 二大 差 アル モ ノニ シテ、 十・

ガ+二 、 帯 ガ十 二、 攣 化 スル程 度 ノ反 慮 ノ減 弱

ハ或 ヒバ大 ナ ル問 題 トナ ラザ ルベ キ モ、 一 方 二

帯 → 柵、 十 → 十 、+→+ノ 如 キ成 績 テ示 ス血 清

ア ル ニ拘 ラズ他 方 二於 テ十 ガ ±、 又 バ ー 二甚 シ

キ ハ十 ガ± 、 又 バ ー 二減 弱 スル ガ如 キ モ ノテ見

ル ハ、 コ ・二何 等 カ ノ特 殊 ナル読 明 ナ ク シテ、

斯 ル現 象 テ バ黙 過 シ得 ザ ル ナ リ。 結 核 補 膿 結 合

反慮 ノ上 二於 テ カ ・ル事 象 ノ生 ジ來 ル原 因 二封

シ、 軍 二 第 二次 系 重 湯 煎 血温 保 持 ノ時 間 ガ短 時

間15分 ナル テ以 テ反 慮 ノ起 リ方充 分 ナ ラズ、第

二次 系 直 後 判 定 テ ナ セル後 時 間 ノ経 過 二從 ヒ溶

血 ノ進 行 スル ハ 當然 ナ リ トス ル考 ヘ ハ 當 ラズ。

何 トナ レバ血 清 二於 テ アル モ ノハ直 後 判 定 ト翌

朝 判 定 トノ間 二大 差 ナ 久 アル モ ノハ大 差 テ認

メ、 明 カ ニ コ ・二血 清 ノ有 ス ル個 々 ノ性 質 ノ關

與 シ居 レル テバ 考 ヘ ラル ・テ以 テ ナ リ。 從 ツ テ

此 ノ場 合 力 ・ル反 慮 度 ノ減 弱 テ生 ジ來 ル理 由 ハ

次 ノニ 方面 ヨ リ考 へ得 ル ノ ミナ リ。 即 チ其 一 ハ

血 清 ノ種 類 ニ ヨ リテ溶lfD.系 ト補 膿 トノ結 合 テ抑

制 スル作 用 ア リ}第 二 次 系 直後 時 間 ノ経 過 ト共

ニ コ ノ抑 制 作 用 減 弱 シ、 補 膿 ハ溶 血 系 ト自 由 二

結 合 ス ル テ得 、 其 結 果 翌 朝 二至 リ著 明 ノ溶 血 テ

認 メ ラル、 ト設 明 セ ン トスル モ ノー テ、 其 ニ ハ

既 二第 一 次 系 ト結 合 セル補 膿 ガ其 結 合 密 接 ナ ラ

ザ ル爲 、 直後 判 定後 更 二 長 期 間 第 二次 系(溶 血

系)ト 同一 試 験 管 内 二 共 存 スル 間 ニー 度 結 合 セ

ル 第 一・次 系 ヨ リ再 別離 テ起 シ、 溶 血 系 ノ方 二結

合 スル結 果 、 翌 朝 制 定 二於 テ著 シキ溶 血 テ來 シ

、
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反 慮 度 ノ減 弱 トシテ認 識 サ ル ・ナ リ トス ル考 へ

方 ナ リ。 シカ レ共 第 一 ノ読 明 ノ・血 清 封 照 テ ヨ ク

観 察 スル時 、 陽 性 度 ノ翌 朝 著 シク減 弱 シ來 ル モ

ノ ・血 清 封 照 ガ 然 ラザ ル モ ノ ・血 清 封 照 二 比

シ、 第 二 次 系 ノ経 過 中 二於 テ ヨ リ多 ク溶 血 阻 止

サ ル ・テ認 メ得 ザ ル鮎 テ考 へ合 ス トキ、 事 實 上

根 稼 少 キモ ノ ト思 考 セ ラル。 第 ニ ノ考 へ 方 ハ血

清 内 二存 スル補 膣 結 合反 慮 性抗 禮 ノ補 膣 テ結 合

ス ルカ ガ異 常 二弱 キ爲 ナ リ ト解 繹 ス ル モ ノナル

ー ヨ リ、 此 ノ読 明 二從 ヒ観 察 テ試 ムル 時 ハ補 膿

結 合 性抗 禮 ノ量 ノ ミナ ラズ其 性質 テ モ察 知 シ得

ベ ク、 之 テ臨 躰例 ノ實 際 ニ ツ キ観 察 テ行 ヒタル

庭 、 第 ニ ノ考 へ方 ニ ヨ リ理 論 的 二想像 セル庭 ト

極 メテ ヨ ク合致 セル現 象 テ認 メ タ リ。 依 テ以 下

實 例 ニ ツ キ柳 力設 明 テ加 フベ シ。

1.病 状 陵復 ト卒 行 シテ、 陽性 ナ リ シ結 核 補 膿

結 合 反 慮次 第 二陰 性 二移行 セル モ ノ ・中、 特 二

著 明 ノ減 弱 テ來 セル例 二就 テ観 察 テ行 フー、 第

1例 、木 村{慢 性 氣 管 枝 炎、5月 十 →→十、7月

・十→ ±
、9月 ±→ 一10月 一→ 一 第2例 、大

野 、 右 胸 膜 炎、4月 十 →十 、5月 升 → ± 、7月

+→ 一、 第3例 、高 橋 、 右 胸 膜 炎 、5月 十 → 什 、

7月 朴 →+、9月+→ ± テ示 セ リ。 即 チ何 レモ

結 核 補 膿 結 合 反 慮 陽 性 度 ノ減 弱 スル場 合 、先 ヅL

一 夜氷 室 貯藏 後 ノ判 定 二於 テ直 後 判 定 二先 立 チ

陽性 度 ノ減 弱 テ來 ス テ認 メ ラ レ、 コハ量 的 二補

禮 結 合物 質 ノ減 少 スル以 前 二、 質 的 二結 合 力 ノ

減 弱 テ來 ス テ示 ス モ ノナ リ ト思 考 セ ラル。 カ ・

ル例 ト異 リ、 陽 性 度 ノ減 弱 スル ニ際 シ、 量 的 ニ

モ質 的 ニ モZF行 的 二補 禮 結 合 物 質 ノ減 少
、 或 ハ

減 弱 セ ル テ思 ハ シメ タル場 合 モ ア リ。 即 チ第4

例 、伊 賀 、 右 胸 膜 炎 ハ、5月 升 → 十 、7月+→

+、9月 ±→ ±、10月 一→ 一 ノ如 キ成 績 テ示 シ

ダ リ。 其 他 森 田、 慢 性 氣 管 枝 炎 、3月 十 → 昔 、

5月 十 → ± 、 上 原 、 慢 性氣 管 枝 炎 、3月 十 → 十卜、

5月 升 → ± ハ退 院 セル タ メ其 後 ノ成 績 テ知 ル能

ハ ザ リキ モ、病 歌 ヨ リ察 シ第1、 第2、 第3例

二於 ケル ガ如 キ成 績 テ示 スモ ノー ア ラズ ヤ ト想

像 セ ラル。

2、 病状 檜 悪 シ、 陰 性 「ア ネ ル ギー1二 近 ヅ ケ ル

爲 結核 補 膿 結 合反 慮 減 弱 セル場 合 ニ ア リテ ハ、

第1例 、 山 本 、肺 結 核 ハ、3月 柵 → 十 テ示 シタ

ル モ、 其後 病 状 次 第 二悪 化 シ、 衰 弱 加 バ リ、9

日 目死 亡8日 前 二於 ケル 陽 性 度 ハ帯 → 一 テ示 シ

タ リ。 コハ 明 カ ニ陰 性 「アネ ル ギー 」ノ表 現 ガ、

「ス ク アロ、ツベ ル ク リ ン」ノ能 動 力 優 秀 ナ ル爲 、

量 的 ニ ハ爾 多 量 二補 禮 結 合 物 質 存 スル モ質 的 ニ

ハ全 ク弱 減 セル ヲ示 セル適 例 ニ シテ、 此 説 明 ハ

3月 二於 ケ ル成績 ト照 合 シテ モ極 メ テ ヨ ク合 致

シ、 此 ノ際若 シ能 動 力薄 弱 ナ ル 「ア ンチ ゲ ン」ラ

用 ヒタル ナ ラバ、帯 → 一 ノ如 キ成 績 ハ得 ラ レズ、

軍 二陰 性 トシテ認 メ ラル ・モ ノナ ル ベ シ、 第2

例 、 島田 、肺 結 核 ハ、 死 亡18日 前 二 於 テ十 →

一、 第3例 、 江 間 、肺 結 核 ハ死 亡8日 前 二於 テ

升 → ± テ示 シ、 何 レモ衰 弱 甚 シ ク、検 査 施 行 時

ハ危 篤 ノ歌 態 ナ リキ。 之 二反 シ、 死 亡8日 前 二

升 → 升 ナ リ シ例 、 木 元 、 肺 結 核 ア リ。 此 例 ハ臨

抹 的 二死 亡 テ豫 知 シ得 ザ リ シモ ノニ シテ、 突 然

心臓 衰 弱 テ來 シ死 亡 セル場 合 ナ リ、 カ ・ル諸 例

テ通 観 スル トキ、 「ス クア ロ、 ツ ベ ル ク リ ン」ラ

以 テ セル 結 核 補 禮 結 合 反 慮 ニ ヨ レバ 陰 性 「ア ネ

ル ギ ー」 トナル場 合 、補 膿 結 合物 質 ハ量 的 二減 少

スル前 二結 合力 二於 テ質 的 二著 シ ク減 弱 シ來 ル

モ ノナ ル テ察 知 シ得 タ リ.

3・ 非 特 異性 補 禮 非働 問題 二就 テ

使 用 スル 「ア ンチ ゲ ン」ノ量 二就 テ ハ、「ア ン チゲ

ン」性 能 動 力 ノ薄 弱 ナ ル モ ノー ア リテへ 支 障 ノ

ナ キ限 リ ノ範 園 二於 テ極 度 ノ大 量 テ使 用 セザ レ
ら

バ著 シ ク結 核 血 清 二封 スル陽 性 傘 不 良 ナ リ
。 然

ル ニ1ア ンチ ゲ ン」ノ能 動 力 ノ優 秀 ナ ル モ ノ ニ ア

リテへ 「ア ンチゲ ン」テ過 剰 二使 用 ス レバ
、 肺

結 核 患 者 等 ニ ハ100%陽 性 ラ示 シ來 ル モ、 其 反

面 二於 テ臨 躰 的 二健 康 ト思 ハ ル ・モ ノニ モ陽 性

傘 著 明 二檜 加 シ來 ル。 此 臨 沐 的 二健 康 者 ト考 ヘ

ラル ・モ ノニ封 ス ル陽 性 傘 ノ甚 ダ多 キ コ トハ
、

從 來 ・ 健 康 者 二封 ス ル非 特 異 的 反 慮 ナ リ トー概

二断 ゼ ラ レテ 「ア ン チゲ ン」ノ優 秀 性 二封 シテ
、

兎角 ノ批 難 テ生 ズ ル元 トナ レル ナ リ.是 等 ノ黙
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テ考 慮 シ、 鴻 上氏等 ハ 「ア ンチ ゲ ン」ノ使 用 量 ト

シテ完 全 溶 血 テ 起 ス 最 大 量 ノ1/2量 テ探 用 サ レ

タ リ.然 ル ニ、 余 ノ 用 ヒ タル 使 用 量 ハ 更 二其

1ん5ニ シテ
、即 チ完 全 溶 血 テ起 ス最 大 量 ノ'/3量

二相 當 スル ニ拘 ラズ、 却 ツ テ結 核 性 疾 患 二於 テ

100%、 見懸 ケ ノ健 康 者 二 於 テ モ著 シク高 キ陽

性 率 テ得 タ リ、 カ ・ル黙 ハ如 何 ナ ル庭 二原 因 ス

ル ヤ テ考 フル ニ、

(1)余 ノ實 験 二於 テ ハ、 悉 ク血 清 テ5日 間 乃 至

7日 間 氷 室 二貯 藏 セ リ。 鴻 上氏 等 ハ大 多 撒 血 清

テ非 働 性 後 一 豊 夜 乃 至3日 後 二使 用 サ レ タ リ。

非働 血 清 ノ大 多 撒 ハ非働 直後 ニ ハ多 少 溶 血催 進

性 ア リテ、 夫 ヨ リ時 間 ガ経 過 スル ニ從 ヒ、 多 少

トモ 自家 抑 制 作 用 士曾張 シ來 ル。 此 爲 二余 ノ實 験

二於 テ陽 性 率 高 キ モ ノナ ルベ シ。

(皿)豫 備 試 験 ト本 試 験 ノ間 ノ時 間 問 題

豫 備 試 験 二移 ル迄 二経 過 シタル 時 間 絵 リニ長 キ

トキ ハ、 此 間 二補 禮 能 力 ノ低 下 テ將來 ス ル ガ爲

二、 往 々非 特 異 的 ノ弱 陽性 反 慮 テ現 出 スル事 ハ

考 へ 得 ラル ・ガ、 余 ノ實 験 テ行 フニ際 シテハ最

初 ヨ リカ ・ル事 實 テ念 頭 二置 キ、充 分 注意 シ可

及 的 直 二本 試 験 二移 リ、 且 又補 禮 ハ必 ズ前 夜 探

血 シー 夜 氷 室 二貯 藏 セル モ ノテ用 ヒタル ガ故 二

斯 ル錯 誤 ハ全 クナ キ モ ノ ト思 惟 ス。 術 ホ斯 ル場

合 ニ ハ多 ク血 清 、 及 ビ 「ア ンチ ゲ ン」封 照管 モ完

全 二溶 血 セザ ル テ以 テ、 封 照管 ト比 較 セバ斯 ル

誤 リニ陥 ル事 ナ シ ト思 考 ス。

(皿)「 ア ンチゲ ン」ノ使 用量 一 ヨ リテ へ 往 々 「ア

ンチ ゲ ン」ノ有 ス ル多 少 ノ自家 抑 制 作 用 ト、氷 室

貯 藏 ニ ヨル檜 進 セル被 検 血 液 ノ有 スル 自家 抑 制

作 用 トガ蓄 積 シ、 其 ノ結 果 之 ガ非 特 異 性 陽性 反

慮 トナ リテ 出現 スル恐 レテ生 ジ來 ル ニ ョ リ、 果

シテ弱 陽 性 ノモ ノハ、 特 異 性 ノ補 罷 非 働 ニ ョル

モ ノカ、 非 特 異 性 ニ ヨ リテ起 レル モ ノカ分 明 シ

難 クナ ル憂 ピア リ.サ レ ド余 ノ實 験 二於 テへ 陽

性 ヲ呈 ス ル見 懸 ケ ノ健 康 者 ニ シテ、 少 ク トモ抗

髄 吸牧 テ行 ヒ シ例 ニ ア リテ ハ、補 膣 結 合 物 質 ハ

悉 ク吸著 元 ニ ヨ リテ吸 牧 除 去 サ レ タル テ以 テ、

跳 場 合 ノ陽 控 反 慮 ハ特 異 的 ノ反 癒 ナ リ ト断 言 シ

得 ル モ ノ ト信 ズ 。

カ ・ル虜 ヨ リ考 へ 、 結 核 補 盟 結 合 反 慮 陽 性 ナ リ

シ被 検 者 ハ 、 假 令 外 観 的 二 健 康 者 ノ如 ク 見 ユ ル

モ 、 個 禮 ノ何 レ ノ場 所 カ ニ補 禮 結 合 性 抗 艦 テ産

出 シ得 ル程 度 ノ結 核 病 竈 ノ存 在 テ 示 ス モ ノ ニ シ

テ 、是 ガ所 謂latentaktiveTuberkuloseト 考

ヘ ラ ル ・ナ リ。 即 チbiologischu.serologisch

aktiveTuberkuloseラ 示 セ ル モ ノ ト断 定 ス可

キ ナ リ ト思 考 セ ラ ル 。 故 二 優 秀 ナ ル`ア ン チ ゲ

ン」テ使 用 シ精 密 ナ ル 方 法 ニ ヨ ル 補 罷 結 合 反 慮

ラ行 フ トキ ハ 、 結 核 拉 二 健 康 者 ト云 フ概 念 テ 大

艦 次 ノ如 ク分 類 ス ル 必 要 ア ル ベ シ。 即 チ 、

(i)biologisch,serologischu.klinischgesund

(ii)biologischundserologischnegativ,aber

klinischTuberkuloseerkrankend.

(iii)biologischundserologischaktiv,aber

klinischnichtaktiveTuberkuloseerkran-

kend.

(iv)biologisch,serologischu.klinischaktiveし
Tuberkuloseerkrankend.

(i)ノ 如 キ場 合 ハ之 テ全 ク結 核 病 ノナ キ健 康 者

ト認 メル モ ノニ シテ、(ii)ノ 場 合 ハ 陽 性 「アネ

ル ギー」、 或 ハ陰 性 「アネ ル ギ ー」ノ場 合 テ 示 ス

モ ノナ リ。(iii)ノ 如 キ モ ノテ検 出 ス ル ハ、 一 般

臨 躰 的診 断 法 ニ ヨ リテ へ 全 ク不 可 能 ナ ル モ本

項 二屡 スル モ ノハ蓋 シ結 核 病 ノ診 断 、 或 ハ早 期

獲 見 二封 シ最 モ有 意義 ノ コ ト ・思 考 サル。 サ レ

ド由來 一般 臨躰 轡 家 へ 複 雑 ナ ル結 核 病 ノ成 因

二關 シテ ハ、 深 ク之 テ念 頭 二止 メズ、 自 己 ノ慣

用 スル 臨躰 的 手技 テ基 調 トシ テ血 清 學 的 反 磨 ノ

批 判 ラ下 サ ン ト試 ミル テ以 テ、優 秀 ナ ル 「ア ンチ

ゲ ン」程 非 特 異 性 反 磨 大 ナ リ ト看 倣 サ ル ・如 キ

誤 断 ラ招來 ヒル モ ノ ト信 ズ。 斯 カル謬 見 バー 般

臨躰 的 手技 ナ ル モ ノハ結 核 病 ノ進 展 ガ或 程 度 以

上 二達 セザ レバ到 底 登 見 スル事 不 可 能 ナ リ ト云

フ事 實 テ悟 入 ス ル事 一 ヨ リ容 易 二悉 ク ノ臨 休 馨

家 ノ會 得 出來 得 ル問 題 ナ リ。

4・ 結 核 補 膿 結 合 反 慮 ノ臨 躰 的 、 蚊 二豫 防 署 學

的慮 用 二封 スルニ 三 ノ具 禮 的 知 見 二就 テ、
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結 核 補 禮 結 合 反 慮 ノ陽性 ハ個 膿 二、 生 物 免 疫 學

的 活動 性結 核 病 竈 ノ存 在 テ示 ス モ ノナル モ、 其

陽 性度 ト、 個 禮 ノ、 死 テ前 提 トスル豫 後 トノ間

ニ ハ大 ナル 關係 テ認 メズ、 トスル コ トハ諸 家 ノ

意 見 ノー致 スル所 ニ シテ、 又 余 ノ・今 同 ノ實 験 二

於 テ モ立 謹 セ ラ レタル所 ナ リ。 サ レ ド斯 ノ如 キ

表 現 一 ヨ リテ ノ ミ結 核 補 禮 結 合 反 磨 テ論 ズ ル ト

キ ハ、 臨 躰 的 、 或 ハ豫 防 醤 學 的 二之 テ慮 用 セ ン

トスル場 合 、 具 禮 的 ノ観 念 テ得 難 シ。 一 般 臨 沐

署 家 ノ欲 ス ル ハ、 結核 補 禮 結 合 反 慮 陽 性 ナ ル者

ラ如何`取 扱 フベ キ カ テ示 サル ・コ トニ シテ、

然 ラザ レバ結 核補 禮 結 合 反 磨 ノ臨 躰 的慮 用 バ ー

般 二行 ハ レザ ル ベ シ。 斯 ル鮎 二留 意 シ、 今 回 ノ

實 験 成 績 テ観 察 シ次 ノ如 キニ三 ノ鮎 テ指 摘 シ得

タ リ。

A最 強 度 陽 性 者 二就 テ

1.廣 汎 ナ ル胸 膜 腓 胆iノ陰影 テX線 爲 眞 所 見 上

認 メ タル モ ノ17名 中6名 ハ帯 → 帯 ナ リ。

2・ 進 行 セル 結 核 性 滲潤(ツ ルバ ン、 ゲ ル ハル

上 、分 類 ニ テ第 二期 以 上)テ 認 メ シモ ノ9名 中

3名 ハ柵 →帯 ナ リ.

3・4月 ノ検 査 ニ テ、 珊 → 帯 テ示 シ8月 迄 二退

院 セル モ ノ9名 ア リ(全 治 退 院6名 、輕 快 退 院3

名)内8名 ハ10月 二至 ル迄 何 レモ支 障 ナ ク兵 業

二服 ス。 内1名 ハ少年 航 室 兵 一 シテ、退 院 時禮

重62ff、 榮 養 可 良 ニ シテ胸 部 打 辣 診 上著 攣 テ認

メズ、 禮 温ZF熱 、 赤 血 球 沈 降 速 度1時 間値1 、

マ ン トー 皮 内反 慮 →十、 胸 部上 線 爲 眞所 見 亦 著攣

ラ認 メザ リ シニ拘 ラズ(病 名 、 慢 性 氣 管 枝 炎、入

院 期 間180日)退 院 後1ケ 月 ニ シテ 航 室 機 二搭

乗 シタル トコ ロ、 搭 乗 後1ケ 月 一 シ テ、 疲 勢 、

倦 怠感 加 バ リ、 微 熱 テ登 シ、 喀 疾 二結 核 菌 テ謹

明 スル ニ至 リペ 免 役 セ ラ レ タ リ。 本 例 ハ各 方 面

ヨ リ ノ所 見 何 レモ陰 性 ニ シテ、掲 リ結 核 補 禮 結

合反 慮 ノ ミ強 陽性 テ示 セル モ ノニ シテ、 結 核 補

膿結 合 反 慮 ノ診 断 的 債 値 テ論 ズ ル上 二極 メ テ興

味 多 キ例 ナ リ ト思 考 セ リ。

4.一 般 看 護科 員 ニ シテ結 核 補 禮 結 合 反 慮 テ實

施 セル者180名 中 帯 →・柵 テ示 セル者3名 ア リ。

何 レモ胸部打嘉診上著憂 テ認 メザルモ、第1例

ハ、胸部∠線寡眞所見上、左上葉斑黒胡犬局所陰

影拉 二小室洞(何 レモ治癒傾向)テ認メ、第2例

ハ胸部上線爲眞所見 二著攣 テ認 メザルモ、赤沈

1時 間値60テ 算 シ、 易疲勢性 テ訴 フ、 第3例

ハ左肺門淋巴腺 ノ著 シキ圓形腫脹 テ認 メタリ。

以上3名 ハ何 レモ湊海軍病院二於 テ勤務 シツ ・

アリ、第3例 ガ10月 二至 リ十→+二 陽性度減弱

セル外、他 ノ2例 ハ今爾 ホ最強度陽性帯→柵 テ

示 シツ ・アリ.

B中 等度陽性者二就テ

1.外 観上健康者ニツイテ結核補罷結合反鷹テ

施行 セル180名 中柵→→十ノ者3例 、十卜→十 ノ者

7例 、升→+ノ 者6例 アリ。 内横須賀海軍病院

兵員134名 ノ赤血球沈降速度 ハ不明ナルモ 其

ノ他ハ1例 テ除キ何 レモ1時 間値10以 下 ナリ。

是等 ノ胸部ヱ線爲眞所見ニツキ考察 テ加 フルニ

次 ノ如シ。

肺門結核ノ像テ示セルモノ

肺門部周圃浸潤

右肺尖斑鮎歌局所陰影

左上葉癩痕化セル結核性浸潤

増殖性早期浸潤

氣管枝周園結核

肺尖溜濁

1例

1例

1例

1例

1例

2例

1例

即 チ、絡数16例 中、比較的著 シキ結核性病攣 ト

考ヘラル ・陰影 テ認 メタルモノ8例 アリ。

是等陽性者ハ何 レモー般自他畳症陰性ニ シテ普

通看護科員 トシテ兵業二服 シツ ・アリ。

C外 観上健康者 ニシテ、結核補膣結合反慮検

査後結核性疾患テ登病 セルモノ。

検査人員180名 中、5月 ヨリ10月 迄 ノ間二結

核 性疾患テ螢病 シ、入院 セルモ ノ2例 アリn第
1例 ハ5月 結核補燈結合反鷹+→+ニ シテ

、6

月下旬右胸膜炎テ畿病、症状 ハ比較的輕度ニ シ

テ現在湊海軍病院 二入院 中
、10月 ノ結核補艦結

合反慮ハ升→+テ 示 シ、快方二向 ヒツ ・アリ
。

第2例 ハ5月 、結核補膿結合反慮_→_ナ リシ

モ ノニシテ8月 中旬慢性氣管枝炎テ褒病
、左鎖
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骨下 二水泡音テ藍取 セリ。胸部上線爲眞所見ハ

著攣 テ認 メズ、10月二至 リ水泡音消失、結核補禮

結合反慮 十→± ドナ リ、一般状態快方二向 ヒツ

ツ ア リシ庭11月 二入 リ漁性胸膜炎テ登病 セリ.

D結 核補艦結合反慮陰性ナルモ、臨躰上或ハ

胸部ヱ線爲眞所見上著 シキ攣化 テ認 メタルモノ

第1例 、右肺門部 ヨリ葉間二沿 ヒ、右 上葉下方

二於 テ濃厚 ナル禰蔓性浸潤 アリ。肺浸潤 ナル病

名ニテ入院 ス。浸潤 二該當 スル部分二於テ水泡

音 テi聴取 セリ.赤 沈1時 間値19、 マントー皮内

臆 号(… 倍 「ツベ ル ク リ ン」)テ示 ス。 然 ル

ニ約3ケ 月後二於テ胸部y線 爲眞所見上、前記

ノ陰影 ハ殆 ンド完全二消失 シ、水泡音モi聴取 セ

ズ、赤沈1時 間値10テ 示 シ、依然 トシテ結核補

齢 合鷹 一 トー頗 鷹 号ナリ.

第2例 ハ昭和10年11月 胸部y線 爲眞二右 上葉

葉間ラ底 トシ、上方二鑛 レル陰影 テ認 メタル健

康兵員(當 時胸部座迫感テ訴ヘタリ)ニシテ昭和

11年3月 二至 リ陰影 ハ完 ク消失 シ、毛髪線像 ノ

ミテ胎 シタリ。此 ノ例ハ赤沈中等債終始8以 下

ニシテ、マ ントー皮内反慮十、結核補髄結合反

磨i-→ 一ナ リ。

以上 ノ2例 ハ、先 二菅田軍署大佐(37)ノ報告セラ

レタルー過性胸部上線爲眞陰影二屡 スルモノト

考ヘラレ、之 二封 シ2例 共結核補禮結合反磨陰

性ナ リシバ興味深 シ。

以上各方面 ヨリノ所見 ヨリ考 フルニ、結核補禮

結合反慮陽性者 ハ外観上 ノ健康者ニテモ艦 内一

活動性結核病竈ラ有スルコトテ示 シ、其 ノ牛撒

ハヱ線寡眞所見二於 テモ相當著明 ノ結核性攣化

ラ示 シ、一般臨躰的検査ニヨリ何等結核病竈 ノ

存在 テ示 サザルモノト難 モ、特 二不良 ナル環境

二於 テハ、容易二結核性疾患テ登病 スルニ至ル

モノナ リト認 メラル。又一過性浸潤 二於 テ何 レ

モ結核補禮結合反磨陰性ナリシヘ カ ・ル浸潤

ガ果 シテ結核性 ナ リシヤ否 ヤテ疑 ハシムルー

面、(1例 ハ マ ントー皮内反癒陰性、1例 ハ陽

性)、結 核 性 ナ リ トセ バ短期 間 二於 テ浸 潤 ノ吸 取

セ ラル ・如 キ場 合 、 結 核 性 抗 禮 ノ産 生 ナ キ モ ノ

ナ ル ヤ テ疑 ハ シム ル ナ リ。 以 上 述 ベ タル知 見 ヨ

リ考 へ、 見 懸 ケ ノ健 康 者 二於 テ結 核 補 膿 結 合 反

磨 陽 性 ナル モ ノハ、 環 境 悪 シキ場 合 二於 テハ、

容 易 二結 核 性疾 患 テ登 病 スル モ ノ ト思 考 シテ差

支 ヘ ナ カル ベ シ。 又 既 二結 核 性疾 患 テ獲 病 シ加

療 中 ノ者 二於 テ ハ前 項 ニ テ述 ベ タル如 ク、 豫 後

トノ間 二直接 ノ關 係 ラ認 メ ラ レザ ル テ以 テ、 比

較 的債 値 少 キ如 ク思 考 サ ル ・モ、 是 等 結 核 性 疾

患 ノ臨躰 的 所 見 治 癒 シ 勤 務 二 服 セ シムル ニ當

リ、 結 核補 艦 結 合 反 慮 陽 性 度 テ参 考 トナ ス ハ必

要 ナル コ トニ シテ、 他 ノ臨 躰 的診 断 法 一 テ窺 ヒ

得 ザ リ シ潜 在 性 活 動 性結 核 ノ存 在 テ示 ス コ トア

リ。 之 一 ヨ リ相 當 ノ保 護 テ加 へ 監 覗 テ行 フ必 要

ア リ ト認 メ ラル。 更 ラニ亦 入院 中 ノ患 者 二於 テ

モ、 連 綾 的 検 査 ラ行 フ トキ ハ、今 同 ノ74例 二就

テ ノ實験 二於 テ ハ例 数 尚 少 キ爲、 統 計 的 二有 意

義 ナ ラザ ル モ陽 性 度 ノ張 弱 蛇 二浦 長 ト、 病 勢 ト

ノ間 二關 係 アル テ認 メ ラ レ、Franz,SchUtz(38)

ガWitebsky.Klingenstein.u.Kuhnノ 「ア

ンチ ゲ ン」昌 テ ナ セル 業 績 ノ如 ク、 陽 性 度 ノ攣

化 ガ、 豫 後 ノ良 好 不 良 、 共 二雨 方 向 ノ攣 化 アル

ニ ヨ リ、 之 一 ヨ リテ豫 後 ハ知 リ難 シ ト断 定 スル

ハ早 計 ナ リ ト思 考 サ レル成 績 テ得 タ リ。

即 チ、 結 核 補 罷 結 合 反 磨 陽 性 ナ ル モ ノハ 、 多 少

ナ リ トモ其 罷 内 二免 疫 元 的 刺 戟 物 質 テ有 ス ル モ

ノら テ、 陽 性度 比較 的 強 キ モ ノハ、 例 へ臨 躰 的

健 康 者 ナ リ ト難 モ 、 一定 ノ監 硯 、 或 ハ保 護 テ加

フル必 要 ア リ。 シカ シテ其 程 度 ハ、 普 通 ノ健 康

的 勤 務 、 或 ハ勢 作 ニハ充 分 堪 へ 、 健 康 テ保 持 シ

得 ル モ特 二結 核 症 テ誘 登 セ シム ル如 キ環 境 、 過

勢 等 ニ ヨ リ容 易 二登 病 二至 ル モ ノナ ラ ンヵ ト思

考 ス。 サ レ ド此 問題 二就 キ テ ハ更 二廣 汎 ニ シテ

且長 期 間 二亙 ル詳 細 ナル研 究 テ必 要 トスル モ ノ

ナ リ。

結 論
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鴻上氏等 ノ「スクァロ、ッベルクリン」テ「アンチ

ゲ ン」トセル結核補髄結合反磨 ノ研究 テ行 ヒ次

ノ結論テ得 タリ。

1.鴻 上氏等 ノS.Tニ ヨル結核補膿結合反癒 二

用 フル被検血清ハ何 レモ非働性後5日 及至7日

間氷室二貯藏セル後試験 二供 シ、斯 クスルコ ト

ニヨリ著 シク陽性卒 テ高 メ得 タリ。

2.同 反磨 ノ成績制定テバ2同 二亙 リ行 ヒタ

リ。即チ、第1同 ハ第二次系直後、第2同 ハ更

二氷室ニー夜(約18時 間)貯藏後翌朝沈澱 セル

血球一ヨリテ判定テ行 ヒ、此雨成績テ比較観察

シ、血清内二存スル補罷結合物質 ノ補膿 トノ結

合程度バー様ナラズ、血清ニヨリテ強弱 ノ存ス

ル事實テバ前後 ノ成績、陽性度 ノ相違 ヨリ察知

スルテ得 タリ。依テカ ・ル方法ニヨレバ結核補

禮結合反慮二於テ補膿結合素 ノ量的ノ観察 ノミ

ー止 ラズ更二進 ミテ質的 ノ観察 テモ可能 ナルラ

知 レリ。

3.余 ノ實験 セル結果ハ第二次系直後 ノ判定ニ

ヨレバ、肺結核、危篤ナル肺結核、100%、 胸

腹膜結核、胸膜炎90%、 慢性氣管枝炎約80%、

骨結核約30%、 臨躰的健康者約30%、 徽毒血

清100%ノ 陽性率 テ得 タリ.

4.次 二第二次系直後判定後直二氷室貯藏、翌

朝 ユ至 リ行ヘル制定ニヨレバ肺結核100%、 危

篤ナル肺結核40%、 胸腹膜結核約80%、 胸膜

炎76%、 慢性氣管枝炎70%、 骨結核約30%、

臨躰的健康者14%、 徽毒血清100%ノ 陽性傘 テ

得 タリ、

5・ 胸部X線 爲眞所見 トノ關係ハ、各種二分類

セルX線 陰騎 ト比較スルニ、廣汎ナル肋膜腓砥

テ宥 スル者、拉 二廣汎 ナル結核性浸潤 テ有 スル

モノニ陽性度強 キモ ノ比較的多 キテ認 メタリ。
6・ 赤血球沈降速度 トノ關係 二就 キ之 テ見ルニ

陽姓度強キモノニ於テ赤血球沈降速度 ノ速進 セ

ル者比較的多キテ認メタリ。纏綾的検査成績 二

於 テハ例撒爾少 キモ密接ナル卒行的關係ハ存 セ

ザルモノ・如 シ。

7.結 核補艦結合反慮未ダ強陽性 ナルニ拘バ ラ

ズ 臨 躰 的 所 見 二於 テ全 治 ト認 メ ラ レ退院 セル モ

ノ6名 ア リn内1名 ハ退 院 後2ケ 月 一 シテ肺 結

核 テ登 病 シ免 役 サ レタ リ。 其 他 一 般 二退 院 者 ハ

入院 者 二比 シ陽 性 度 低 シ。

8.日 課 トノ間 ニ ハ特 二 關係 テ認 メ得 ズ。

9.マ ン トー 皮 内反 癒 ハ2000倍 「ツベ ル ク リ ン」

ニ ヨル成績 ノ ミナ ル テ 以 テ 此10mm以 下 ノ成

績 テ以 テ直 チ ニ マ ン トー 陰 性 トハ云 ヒ難 キ モ、

雨 反慮 ノ陽性 度 ノ間 ニ ハ全 ク關 係 テ認 メ得 ズ、

又 、10mm以 下 ノ 例 二 於 テ 結 核 補 膿 結 合 反 慮

中等 度 以 上 陽 性 ナ リシモ ノ13例 ア リ。 即 チ胸

膜 炎9例 、 慢 性氣 管枝 炎3例 、 慢 性 多磯 性 關 節

炎1例 ナ リ。

10.臨 躰 的 健 康 者 二 於 ケル 結 核 補 艦 結 合 反 慮

陽 性 者 中乾 燥S.丁 菌 粉 末 ニ ヨ リ抗 禮 吸 牧 テ行 ヒ

タル19例 ハ、 何 レモ吸牧 殆 ン ド完 全 ニ シテ、又

ヱ 氏反 癒 陽 性 ノ血 清3例 二於 テハ何 レモ抗 罷 テ

吸牧 シ得 ザ リキ。 故 二鴻 上氏S.Tテ 抗 元 トスル

結 核 補 艦 結 合反 癒 ハ特 異 性 二富 メル モ ノ ト認 メ

ラル。

11・ 結 核 補 髄 結 合 反 慮 テ 實 施 シ タル 臨 躰 的 健

康 者 ニ シテ検 査 後4ケ 月 以 内 二登 病 セ ル者 検 査

縮 数204例 中2例 ア リ。第1例 ハ第1回+→+、

其後2ケ 月 ニ シテ右 胸 膜 炎 テ褒 病 、5ケ 月 後 十卜

→+ト ナ リ病 駄 殆 ン ド恢 復 セ リ。 第2例 ハ第1

同 一→ 一其 後3ケ 月 ニ テ慢 性氣 管 枝 炎 トシテ入

院5ケ 月後+→ ± トナ リ更 二7ケ 月後 二至 リ

胸 膜 炎 テ登 病 セ リ.此 外 、 全 治 セ リ ト認 メ ラ レ

退 院 セル慢 性 氣 管 枝 炎患 者 ニ シテ、 各 種 ノ所 見

悉 ク陰 性 一 般 状 態 亦 極 メ テ良 好 、 唯結 核 補 禮結

合 反 磨 ノ ミ毎 常 張 陽 性 ナ リシ者 二於 テ、 航 室 機

搭 乗 約2ケ 月 後 肺 結核 テ登 病 免 役 セ ラ レ シモ ノ

1名 ア リ。

12.昭 和11年3月 ヨ リ10月 迄 ノ間 二 於 テ2

同及 至5同 二亙 リ連 綾 的検 査 テ行 ヒ、 結 核 補 禮

結 合 反 慮 陽 性 度 ト、 臨 躰 的 所 見 トノ關係 テ観 察

セル74例 二於 テ例 数 尚 少 キ 爲 統 計 的 二有 意 義

ナ リ ト云 フ テ得 ザ ル モ、 陽 性 度 終 始 弱 カ リ シモ

ノ・ 及 ビ陽 性度 次 第 二減 弱 シ タル モ ノ・・病 状 陵
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復 二向ヘル者大部分 ニシテ、陽性度終始強 カリ

シモ1及 ビ陽性度 ノ檜強 テ見 タルモノニアリテ

ハ恢復二向ヘルモノ著 シク少ナカリキ。一時陰

性「アネルギー」二近 ヅキ病状恢復 ト共 二再ピ強

陽性 トナレルモ ノ1例 アリ.

欄筆二際 シ御指導 テ賜 リタル湊海軍病院長深田

軍署少將閣下二深甚 ノ謝意 テ表 シ、叉本作業施

行 二當 リテ種々 ノ便宜 テ與ヘラレシ横須賀海軍

病院長田中軍醤少將閣下、同二部長小林軍署大

:佐 湊海軍病院 一一部長新井軍醤中佐 二敬意 テ表

シ、本稿御校閲テ賜 リタル海軍軍醤學校教官静

林軍署大佐、柴田軍轡大佐 二深謝ス。尚ホ貴重

ナル「アンチゲ ン」拉 二S.T菌 末ラ恵與 セラレ、

且又終始御懇切 ナル御注意テ賜 リタル鴻上慶治

郎博土 二満腔 ノ謝意 テ表 シ、種々御援助 テ賜 リ

シ湊海軍病院諸官二感謝 ス。
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